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観保護に対する市の取組みは、平成 21年 12 月市議会






































































































































































































































































































































































































































































































































































町村制施行後は 7町 51 村、同 34年の町村合併により
5町 21 村となった。その後、昭和 29（1954）年に両
津市が成立し、同 36年には両津市・相川町・佐和田町・
金井町・畑野町・真野町・羽茂町・小木町・新穂村・赤



































































































































































































































































































（％）現地 海面 日平均 最高 最低
1997 1012.4 1014.4 1713 14 36.5 -4.5 72
1998 1013.1 1015.1 1893.5 14.4 34.7 -3.7 74
1999 1012.2 1014.2 1635.5 14.4 36.5 -4.1 72
2000 1012 1014 1158 14.3 35.8 -2.9 72
2001 1012 1014 1213.5 13.9 34 -3.2 73
2002 1011.9 1013.9 2009.5 14.2 34.9 -2 72
2003 1012.7 1014.7 1439 13.8 34.5 -2.9 73
2004 1012.6 1014.6 1763.5 14.7 36.6 -2.1 72
2005 1011.4 1013.5 1551.5 13.7 34 -2.2 74
2006 1012.6 1014.7 1482.5 13.8 36.7 -4.1 73
2007 1012.7 1014.4 1244 14.4 35.2 -2.3 69
2008 1013.7 1014.6 1311.0 14.4 32.2 -2.4 69






















010 第 2-3 図	 佐渡市標高分類図
高：1172
低：0











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人である。産業別構造は、第 1次産業 24.2％、第 2次





年 両津 相川 佐和田 金井 新穂 畑野 真野 小木 羽茂 赤泊 佐渡計
昭和 35年 28,892 19,057 12,545 9,520 7,131 8,917 9,156 5,948 6,631 5,499 113,296
昭和 40年 26,494 16,454 11,789 8,876 6,383 7,891 8,386 5,500 6,127 5,025 102,925
昭和 45年 23,483 14,654 11,018 8,255 5,882 7,040 7,588 4,858 5,690 4,090 92,558
昭和 50年 22,110 13,546 10,639 8,061 5,525 6,450 7,368 4,717 5,338 3,750 87,504
昭和 55年 21,248 12,721 10,928 8,011 5,309 6,177 7,171 4,593 5,259 3,525 84,942
昭和 60年 20,412 11,891 10,613 7,907 5,212 5,944 6,913 4,428 5,105 3,514 81,939
平成 2 年 19,432 11,121 10,108 7,509 4,964 5,611 6,709 4,210 4,905 3,492 78,061
平成 7 年 18,430 10,330 10,134 7,359 4,778 5,453 6,371 4,062 4,690 3,342 74,949
平成 12年 17,394 9,669 10,343 7,278 4,559 5,362 6,134 3,858 4,455 3,121 72,173


















































































































































新潟県 920194 380,795 744,314 8,272 1,225,575
佐渡 8,789 7,777 19,711 37 36,314
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年度 平成 3年 平成 9年 平成 14年 平成 16年 平成 19年
総数
事業所数（所） 1,856 1,613 1,436 1,362 1,236
従事者数（人） 6,296 5,797 5,705 5,454 5,063
年間販売額（百万円） 130,718 138,714 123,509 116,568 110,278
卸売業
（代理商・仲立ち人除く）
事業所数（所） 243 180 177 201 171
従事者数（人） 1,360 1,120 1,084 1,131 962
年間販売額（百万円） 62,564 58,776 53,683 52,450 48,813
小売業
事業所数（所） 1,613 1,433 1,264 1,161 1,065
従事者数（人） 4,936 4,677 4,601 4,323 4,101
































観光客の入込数は、平成 3年には 121 万人まで増加し








































































































































































































































































































































































（1928）年には 10町歩、昭和 16〜 20 年にかけては 9
町歩の開墾が行われている。明治 3年の「笹川十八枚
村戸籍」では、軒数 43 軒、田 4 町 2 反余、畑 7町 8
反余であったのに対し（「金子勘三郎家文書」）、平成 17
年の笹川集落の統計資料では、軒数 33軒、田 34町余、
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No. 遺跡名 時代 種別 備考
1 にいやの田 縄 遺物包含地
2 小布勢 縄 遺物包含地
3 三宮貝塚 縄 貝塚
4 藤塚貝塚 縄 貝塚 県指定史跡
5 若宮 弥・古・奈・平 遺物包含地
6 豊田浜田 縄・奈・平 遺物包含地
7 三貫目沢東・西古墳 古 古墳 県指定史跡
8 蝦夷塚第 1号・第 2号古墳 古 古墳 県指定史跡
9 ケラマキ第 1号〜第 6号古墳 古 古墳 県指定史跡
10 大須第 1号〜第 3号古墳 古 古墳 県指定史跡
11 大立蝦夷沢古墳 古 古墳 県指定史跡
12 佐渡国衙跡 奈 古墳
13 四日町高野 平 遺物包含地
14 庚門塚 平 遺物包含地
15 竹田沖条里 奈 条里跡
16 下国府 奈・平 遺物包含地 国指定史跡
17 佐渡国分寺跡 奈 寺院跡 国指定史跡
18 仲畑 平 遺物包含地
19 経ヶ峰窯跡 奈 窯跡
20 小泊窯跡群 奈 窯跡 国指定史跡
No. 遺跡名 時代 種別 備考
21 壇風城跡 室 遺物包含地
22 竹田城跡 室 城館跡
23 雑田城跡 室 城館跡
24 吉岡城跡 室 城館跡
25 吉岡元城跡 室 城館跡
26 渋手城跡 室 城館跡
27 滝脇城跡 室 城館跡
28 西三川城跡 室 城館跡
29 笹川城跡 室 城館跡
30 法名院塚 中世？ 塚 陵墓参考地
31 背合銀山 近世 鉱山跡 地点不明
32 大須銀山 近世 鉱山跡
33 三貫目沢鉱山跡 近世 鉱山跡
34 花見沢銀山跡 近世 鉱山跡
35 田切須鉱山跡 近世 鉱山跡
36 笹川拾八枚 近世 鉱山跡
37 カジ屋敷 近世 鉱山跡
38 せりば 近世 鉱山跡
39 鉄砲場 近世 鉱山跡 平成 13・14年調査

















































































































































































































年当時で、人口 9,155 人、世帯数 1,847 世帯を数える。
平成 15 年には人口は 6,138 人で 3,017 人の減、世帯
数は 2,028 世帯で 181 世帯の増となっており、近年全
国的傾向となっている少子高齢化、核家族化が進んでい
ることがわかる。笹川集落においても、人口は昭和 36
年時点で 214 人、平成 15（2003）年には 131 人で 83





























































































































Stage1 は、段丘構成層から得られた多くの 14C 年代値
資料［佐渡国中平野団体研究グル−プ 1966：太田ほか
1983：松永・太田 2001］に基づいて、完新世の海成
段丘面とされている。図中の Stage7 は約 25 〜 20 万





で 110m、椿尾で 100m、田切須で 90m、国中では
50 〜 40m と低下する。これらの数値は、それぞれの
地域における約 12.5 万年前以降の地殻変動による隆起
量を表していると考えられるので、小木半島と国中面で
は、約 12.5 万年間に約 90 〜 100m に達する隆起量の
違いが生じている。さらに、Stage7 の旧汀線高度は、



























松野、髙野、田切須東方で、旧汀線高度 130 〜 150m
の第Ⅲ段丘面（Stage7）であり、現在の海岸線にほぼ並


































度 110 〜 90m の第Ⅳ段丘面（Stage5e）が分布する。
これらの海成段丘面のうち、たとえば小立断層［太田
ほか 1992］によって第Ⅲ段丘面（Stage7）、国中南断層













4-1-4 図、佐渡市教育委員会 2009 を地形との関係から
一部改変］。砂金採掘地を地形との関係からみれば、河
川沿いの低地・河原、海成段丘・河成段丘面、丘陵・段
丘崖に位置するものとに分けられる。第 4-1-4 図の 1
〜 4 は西三川川河口、5 〜 6 は金山川と笹川川の合流点、
13 〜 14 は笹川川沿いの低地・河原に位置している。7
〜 11 は西三川川河口近くの低位海成段丘面（第Ⅳ・Ⅴ
段丘面）、12 は低位河成段丘面（第Ⅵ段丘面）、16 〜 17
および 20 〜 21 は高位海成段丘面（第Ⅱ段丘面）、18 〜







置している 1 〜 6 であり、それが寛正年間（1460 〜 66） 



































































































































































































































































































































比される第Ⅱ段丘面［第 4-1-3 図、貝塚ほか、2000 によ


















均径 7 〜 8cm で、淘汰がよくない、亜円礫〜亜角礫から












































































あること、立残山南（鉄砲場遺跡付近）の wind gap の存
在、さらに金山地区の大山祗神社が位置する河成段丘Ⅲ
面が、金山川の流れを妨げるように N34 W゜ の走向を





















太田陽子 1987 「海成段丘の変形からみた佐渡島の第四紀地殻変動についての一考察」『佐渡博物館研究報告』第 9 集、1-14









鈴木郁夫 1999 『土地分類基本調査　佐渡島（5 万分の 1「鷲崎」・「両津」・「相川」・「河原田」・「赤泊」・「小木」）地形分類図
および同説明書』、13-45





























1）ま え が き
佐渡の地質調査は金銀鉱山との関わりもあり、明治時
代の初期に相川鉱山を中心に行われた。中島謙造（1889）



























































































































































































































































ム - アルゴン（K-Ar）年代では 98.95 ± 3.05Ma（100
万年前）（金属鉱業事業団 1987）である。斑状花崗岩
は小佐渡の岩首付近で小規模に分布する。その K-Ar 年




































































































































岩で 21.66 ± 0.75Ma（100 万年前）（金属鉱業事業団




















































































































































































































が産出する。火山岩類の K-Ar 年代は 16.5 〜 21.6Ma
（金属鉱業事業団 1987）、フィッショントラック年代は























層 厚 は 300m 以 下。 デ イ サ イ ト の K-Ar 年 代 は








































崎から C. gravitesta, Mizuhopecten kimurai, Placopecten 
nomurai，Vicarya, Vicaryella が 産 す る（ 木 村・ 小 林
1977、Kobayashi and Ueda 1991）。このほか、棘
皮動物の殻化石である Astriclypeus、有孔虫類の殻化石
である大型有孔虫の Operculina, Miogypsina を産する
（Hanzawa 1935）。大型哺乳動物の束柱類化石である




























































年代は 1,500 万年前〜 1,250 万年前。新第三紀中新
世中期。珪藻化石層序では Crusidenticulopsis nicobarica
帯 の 珪 藻 化 石 が 団 塊 か ら、 ま た 小 木 半 島 南 岸 で は
Denticulopsis hyalina 帯（小木団体研究グループ 1986）
が見いだされた。




























praedimorpha 帯〜 Neodenticula kamtschatica 帯が認定さ
れた（長谷川 1977、秋葉 1978、中原ほか 1987、遠藤
















































































































































































（1977）の礫層解析をみると、礫径（第 4-2-4 図）：32 〜
64mm が最多で、32mm 未満の礫が優勢である。多く
の地点で粒径 64mm 以下の礫が 60 〜 80%を占める。



















 ［1：32mm 未満　2：32 〜 64mm　3：64 〜 128mm












































































































































































































から水深 30 〜 50m の外浜・浅海域であったことが裏
付けられる。
主にシルト岩層からなる硨では、淡青灰色シルト岩
中の団塊に貝類化石を産出する（Kobayashi and Ueda 
1991）。それは Vicarya,Vicaryella,Anadara など内湾性の
貝類である。また、マングローブ林の樹木に登る特性を






















































































































































































































































































































































































砂 金 は 標 高 153.5 〜 176.5m 付 近 に 集 中 し、 そ
の平均品位は 0.23g/t である。高品位層は 163.5 〜
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3 　陸 水 動 物
1）は じ め に
小佐渡山地に源を発し日本海に注ぐ西三川川の本川
筋、俗に本流は、起点標高およそ 100m、島内 6 位の








































両川の合流地点の下流 50m 付近に、堰長 20m、高さ
1.8m の灌漑用の沢口堰があるが、本格的な魚道は設置





















採集は、2010 年の、残雪のある 2 月 25 日と 3 月 2
〜 9 日、初夏の 6 月 6 〜 8 日、および、秋季の 10 月









掬い網は、口径 35cm × 35cm、網目直径 2mm であ
る。コドラートの枠は 35cm × 35cm で、1 地点に
つき 4 回採集した。従って、採集面積は 1 地点当たり


































4）調 査 結 果
A　調査地点の気温と水温
調査地点の気温と水温は、2 〜 3 月の残雪期の気温は
8℃（水温欠測）前後、6 月の気温は 17.2 〜 25.7℃、水
温は 14.0 〜 20.6℃、10 月は気温 14.2 〜 23.0、水温
13.4 〜 16.5℃であった。河川水は清澄で流速は速かっ
た。
B　水 生 昆 虫
採集された水生昆虫の季節ごとの種類、個体数、湿重
量は表 4-3-2 〜 4 に示した。総種類数は 80 を超えたが、
2 〜 3 月に 42 種、6 月に 60 種類ほど、10 月に 40 種
類ほどであった。水生昆虫の総個体数は 10 月を 1.0 と
すると、6 月が 4.4、ついで 2 〜 3 月の 3.4 であった。
また、現存量は多い順に 2 〜 3 月、6 月、10 月であった。




St．1 西三川川上流支川最奥部 山裾に滲出する水を流す U 字溝、幅0.25m、底は細砂、周辺に草本が茂る
St．2 St.1 の下流 300m赤池橋上流 300m ほど
















水面幅 3.5m、水深 0.2m ほど、こぶし
大〜直径 0.3m の石が粗砂にはまり石状
態、早瀬景観










水面幅 4m、水深 0.3m、小礫〜直径 0.1m
の石がはまり石状態、早瀬景観
St．11 国道 350 号線新横浜橋下河口より約 100m 上流
水面幅 6 〜 7m くらい、人頭大強の石
が粗砂によりはまり石状態、早瀬景観
St．12 西三川川河口河口から上流 2 〜 10m
こぶし大〜人頭大の石で河口が閉塞する
ことあり、上流から早瀬の景観




















































採集日 Feb. 25 Feb.25 Mar. 02 Mar. 02 Mar. 04 Mar. 04 Mar. 04 Mar. 08 Mar. 08 Mar. 08 Mar. 09 Mar. 09
採集定点 St.  1 St.   2 St.   3 St.   4 St.   5 St.  6 St.  7 St.  8 St.  9 St. 10 St. 11 St. 12 総計
種名　　　　　　個体数，湿重量（g） N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt．
カゲロウ目 ナミトビイロカゲロウ 1 0.01 1 0.01 2 0.02 1 0.01 5 0.05 
ヒメトビイロカゲロウ   
フタスジモンカゲロウ 1 0.05 14 0.23 1 0.02 7 0.11 23 0.41 
モンカゲロウ 5 0.39 1 0.01 1 0.01 5 0.30 9 0.21 1 0.03 22 0.95 
ヒメシロカゲロウ属の一種  
トウヨウマダラカゲロウ属の一種  
クロマダラカゲロウ 1 0.01 28 0.44 4 0.03 46 1.28 39 0.11 21 0.26 37 0.33 125 0.87 21 0.23 19 0.21 3 0.03 344 3.80 
ヨシノマダラカゲロウ  
オオマダラカゲロウ 4 0.21 5 0.28 53 5.04 10 0.68 11 0.38 5 0.35 4 0.35 1 0.14 93 7.43 
ミツトゲマダラカゲロウ 20 0.11 21 0.13 18 0.19 3 0.03 1 0.02 1 0.01 64 0.49 
トゲマダラカゲロウ属の複数種  
フタマタマダラカゲロウ 2 0.01 10 0.05 17 0.09 8 0.05 5 0.03 42 0.23 
クシゲマダラカゲロウ  
マダラカゲロウ属の複数種  
エラブタマダラカゲロウ 2 0.01 2 0.02 4 0.03 
アカマダラカゲロウ 20 0.11 21 0.13 18 0.19 3 0.03 1 0.02 1 0.01 64 0.49 
マダラカゲロウ科の一種  
マエグロヒメフタオカゲロウ 6 0.26 1 0.03 11 0.3 1 0.04 1 0.03 20 0.66 
ミジカオフタバコカゲロウ 30 0.42 13 0.19 5 0.03 14 0.21 2 0.04 1 0.02 65 0.91 
フタバコカゲロウ 5 0.02 1 0.01 10 0.06 102 0.61 66 0.65 28 0.14 55 0.20 26 0.13 293 1.82 









ウエノヒラタカゲロウ 2 0.03 2 0.03 
エルモンヒラタカゲロウ 4 0.02 21 0.12 29 0.35 35 0.43 34 0.39 105 1.22 97 1.26 41 0.53 366 4.32 
ナミヒラタカゲロウ 7 0.10 16 0.51 7 0.32 9 0.52 5 0.34 13 0.85 8 0.72 42 2.19 53 3.80 74 4.92 32 2.84 266 17.11 
ユミモンヒラタカゲロウ  
ヒラタカゲロウ属の一種  









カワゲラ目 オナシカワゲラ属の複数種 2 0.01 4 0.02 1 0.01   7 0.04 
ユビオナシカワゲラ属の一種 1 0.01 1 0.01 
クロオナシカワゲラ 36 0.41 33 0.36 1 0.03 70 0.80 
カワゲラ目の複数種  
カメムシ目 シマアメンボ  
ヘビドンボ目 ヘビトンボ 1 0.04 1 0.21 7 2.64 9 2.89 
トビケラ目 カクツツトビケラ属の一種  
ヤマナカナガレトビケラ 1 0.01 4 0.04 2 0.03 7 0.08 
クレメンスナガレトビケラ 1 0.02 1 0.02 
シコツナガレトビケラ 2 0.04 1 0.02 1 0.01 16 0.31 1 0.03 1 0.02 6 0.08 2 0.04 30 0.55 
ムナグロナガレトビケラ 2 0.05 1 0.02 3 0.07 
タシタナガレトビケラ 1 0.02 1 0.02 
トランスクイラナガレトビケラ 5 0.06 23 0.22 56 1.13 20 0.43 17 0.29 15 0.40 136 2.53 
ヒロアタマナガレトビケラ 1 0.02 7 0.15 1 0.03 10 0.31 12 0.17 4 0.17 1 0.03 36 0.88 
ナガレトビケラ属の一種   
コヤマトビケラ属の一種   
ヤマトビケラ属の一種   
クダトビケラ科の一種   
イワトビケラ科の一種   
ミヤマイワトビケラ属の一種 1 0.01 1 0.01 
ミヤマシマトビケラ属 DA   
ナミコガタシマトビケラ 3 0.04 4 0.04 5 0.05 21 0.16 35 0.33 4 0.04 46 0.30 42 1.33 2 0.02 162 2.31 
コガタシマトビケラ 7 0.03 5 0.04 9 0.02 21 0.09 
コガタシマトビケラの複数種   
ウルマーシマトビケラ 2 0.05 11 0.18 23 0.44 28 0.24 2 0.03 7 0.17 10 0.22 83 1.33 
トビケラ科の一種   
アメリカカクスイトビケラ？   
キタカミトビケラ   
コカクツツトビケラ 1 0.01 1 0.01 
オオカクツツトビケラ   
エグリトビケラ科の一種   
ニンギョウトビケラ   
タテヒゲナガトビケラ属の一種   
セトトビケラ属の一種   
トビケラ目の一種   
コウチュウ目 ヒメドロムシ亜科の一種   
マルガムシ   
ガムシ属の一種   
クロマメゲンゴロウ 1 0.09 1 0.09 
タマガムシ 2 0.07 2 0.07 
ゲンジボタル   
ヘイケボタル   
チビヒゲナガハナノミ？   
ヒラタドロムシ？    
ナガアシドロムシ属の一種   
ハエ目 ガガンボ属の一種 1 0.57 7 4.21 1 1.01 6 5.04 6 5.58 4 2.99 1 1.04 26 20.44 
ガガンボ科の複数種   
Prinocero 属の一種   
ウスバヒメガガンボ属の一種 2 0.04 4 0.02 1 0.01 8 0.06 4 0.04 2 0.03 1 0.01 1 0.02 23 0.23 
オビモンガガンボ亜科の一種   
アシナガガガンボ属の一種 2 0.02 2 0.02 
ニホンアミカ 1 0.02 1 0.02 
アミカ科の一種   
Dixa nipponica （ホソカ属の一種）   
アシマダラブユ属の一種 11 0.10 4 0.01 34 0.28 1 0.01 5 0.05 3 0.03 1 0.01 2 0.02 1 0.01 1 0.01 1 0.01 64 0.54 
ユスリカ科の複数種 8 0.01 1 0.01 4 0.01 3 0.01 6 0.01 11 0.01 26 0.02 7 0.01 2 0.01 7 0.01 75 0.11 
個体数，湿重量（g）の総計 63 1.29 65 5.26 193 2.83 62 1.89 161 3 224 11.68 506 12.2 374 5.35 419 11.42 371 7.51 319 9.65 103 4.01 2860 76.09 






















採集日 Jun. 08 Jun. 08 Jun. 07 Jun. 08 Jun. 07 Jun. 07 Jun. 07 Jun. 07 Jun. 06 Jun. 06 Jun. 06 Jun. 06 Jun. 06
採集定点 St．1 St．2 St．3 St．4 St．5 St．6 St．6・7 St．7 St．8 St．9 St．10 St．11 St．12 総計
種名　　個体数，湿重量（g） N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt．N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt．N． Wt． N． Wt．
カゲロウ目 ナミトビイロカゲロウ 24 0.09 34 0.12 4 0.00 10 0.06 4 0.05 6 0.01 10 0.08 2 0.00 23 0.02 9 0.01 2 0.00 2 0.00 130 0.44 
ヒメトビイロカゲロウ 27 0.01 27 0.01 
フタスジモンカゲロウ 1 0.08 9 0.08 　 　 10 0.13 4 0.12 1 0.01 1 0.01 2 0.05  28 0.48 
モンカゲロウ 3 0.02 3 0.02 
ヒメシロカゲロウ属の一種 1 0.00 1 0.00 
トウヨウマダラカゲロウ属の一種  　
クロマダラカゲロウ 19 0.10 66 0.60 2 0.02 7 0.10 12 0.09 106 0.91 
ヨシノマダラカゲロウ 2 0.05 3 0.08 1 0.05 6 0.18 
オオマダラカゲロウ  　
ミツトゲマダラカゲロウ  14 0.53 2 0.01 2 0.10 1 0.07  19 0.71 
トゲマダラカゲロウ属の複数種  40 0.07 10 0.07  50 0.14 
フタマタマダラカゲロウ  11 0.43 1 0.07 21 0.58 1 0.02 13 0.27 53 0.24 5 0.08 104 2.38 
クシゲマダラカゲロウ  14 0.01 15 0.07 29 0.08 
マダラカゲロウ属の複数種  26 0.02 37 0.10 7 0.00 88 0.17 36 0.02 1 0.00 195 0.31 
エラブタマダラカゲロウ 2 0.00 2 0.00 




フタバコカゲロウ  1 0.00 3 0.00 1 0.00 20 0.06 12 0.01 2 0.00 5 0.00 5 0.00 49 0.54 
シロハラコカゲロウ 61 1.00 52 0.10 94 0.01 50 0.10 16 0.01 53 0.10 18 0.01 7 0.00 21 0.03 5 0.00  377 1.36 
コカゲロウ属の複数種  15 0.00 22 0.00 37 0.00 
フタバカゲロウ 　 　   
ガガンボカゲロウ 1 0.00 1 0.00 
フタオカゲロウ科の一種   
チラカゲロウ 1 0.07 2 0.15 2 0.13 5 0.35 
ミヤマタニガワカゲロウ 1 0.00 1 0.00 
キブネタニガワカゲロウ 2 0.00 2 0.00 
タニガワカゲロウ属の一種  1 0.00 1 0.00  2 0.00 
ウエノヒラタカゲロウ 1 0.04 1 0.04 
エルモンヒラタカゲロウ  1 0.00  4 0.01 1 0.00 4 0.02 9 0.02 10 0.21 5 0.09 8 0.17 42 0.83 
ナミヒラタカゲロウ 17 0.25  4 0.06 21 0.31 
ユミモンヒラタカゲロウ   
ヒラタカゲロウ属の一種 　  2 0.00 2 0.00 
トンボ目 オツネントンボ   
ハグロトンボ 2 0.09   
コオニヤンマ 2 1.97   
オニヤンマ 1 0.47   
コシボソヤンマ 1 0.32 6 3.90 1 0.32 
ミルンヤンマ 1 0.36 1 0.36 
オオルリボシヤンマ 1 0.49 1 0.49 
トンボ科の一種 1 0.03   
コヤマトンボ 1 1.20 1 1.20 
カワゲラ目 オナシカワゲラ属の複数種 71 0.00 8 0.08 　 　 3 0.03 82 0.11 
ユビオナシカワゲラ属の一種   
クロオナシカワゲラ 21 0.08 21 0.08 
カワゲラ目の複数種 38 0.11 2 0.00 6 0.00 46 0.11 
カメムシ目 シマアメンボ   
ヘビドンボ目 ヘビトンボ 5 0.61 3 0.77 6 1.86 14 3.24 
トビケラ目 カクツツトビケラ属の一種 85 0.28 85 0.28 
ヤマナカナガレトビケラ 2 0.04 24 0.40 9 0.19 35 0.63 
クレメンスナガレトビケラ   
シコツナガレトビケラ   
ムナグロナガレトビケラ  5 0.06  5 0.06 
タシタナガレトビケラ   
トランスクイラナガレトビケラ   
ヒロアタマナガレトビケラ  1 0.00 8 0.05 3 0.10  12 0.15 
ナガレトビケラ属の一種   
コヤマトビケラ属の一種 2 0.01 2 0.01 
ヤマトビケラ属の一種 8 0.15 4 0.09 12 0.24 
クダトビケラ科の一種   
イワトビケラ科の一種 1 0.00 1 0.00 
ミヤマイワトビケラ属の一種 3 0.08 2 0.00 6 0.20 1 0.07 12 0.35 
ミヤマシマトビケラ属 DA   
ナミコガタシマトビケラ                 
コガタシマトビケラ                        
コガタシマトビケラ属の複数種 10 0.08 2 0.00 23 0.21 1 0.01 29 0.11 50 0.31 30 0.17 8 0.01 43 0.20 194 0.98 16 0.01 406 2.09 
ウルマーシマトビケラ 1 0.00 1 0.00 6 0.02 6 0.10 6 0.02 13 0.30 5 0.12 1 0.01 4 0.10 6 0.20 1 0.00 50 0.87 
トビケラ科の一種 1 0.10 1 0.10 
アメリカカクスイトビケラ？  　 8 0.01  8 0.00 
キタカミトビケラ 1 0.00 1 0.00 
コカクツツトビケラ  　 1 0.00 1 0.00 2 0.00 4 0.00 
オオカクツツトビケラ   
エグリトビケラ科の一種 1 0.00 　 1 0.00 
ニンギョウトビケラ 1 0.09 1 0.09 
タテヒゲナガトビケラ属の一種 1 0.00 1 0.00 
セトトビケラ属の一種  　 1 0.00 1 0.00 
トビケラ目の一種   
コウチュウ目 ヒメドロムシ亜科の一種 　 1 0.00 9 0.01 10 0.01 
マルガムシ 17 0.17 1 0.01 18 0.18 
ガムシ属の一種   
クロマメゲンゴロウ   
タマガムシ   
ゲンジボタル 6 0.17 1 0.00 7 0.17 
ヘイケボタル   
チビヒゲナガハナノミ？  1 0.00 1 0.00 2 0.00 
ヒラタドロムシ？ 1 0.00 1 0.00 
ナガアシドロムシ属の一種 6 0.01 6 0.01 
ハエ目 ガガンボ属の一種   
ガガンボ科の複数種 14 0.00 14 0.00 
Prinocero 属の一種 1 0.00 6 0.06 1 0.01 2 0.01 1 0.00 1 0.12 11 0.08 
ウスバヒメガガンボ属の一種 2 0.00 6 0.00 4 0.01 1 0.00 3 0.00 6 0.01 2 0.01 3 0.00 4 0.01 3 0.00  34 0.04 
オビモンガガンボ亜科の一種 2 0.01 2 0.01 
アシナガガガンボ属の一種   
ニホンアミカ   
アミカ科の一種 1 0.00 1 0.00 
Dixa nipponica （ホソカ属の一種）   
アシマダラブユ属の一種 23 0.01 641 0.63 16 0.05 186 0.25 11 0.08 5 0.00 3 0.00 2 0.00 15 0.01 1 0.00 3 0.00 906 1.03 
ユスリカ科の複数種 35 0.01 374 0.09 5 0.00 100 0.02 2 0.00 5 0.00 10 0.00 3 0.00 2 0.00 3 0.00 3 0.00 2 0.00 544 0.12 
個体数，湿重量（g）の総計 210 0.58 1225 3.33 198 1.55 569 1.24 101 1.45 150 2.59 15 6.67 270 2.15 153 1.74 186 2.33 261 1.37 271 1.55 80 0.25 3675 21.99 





















060 第 4-3-4 表　西三川川の水生昆虫（2010 年採取）
採集日 Oct. 19 Oct. 19 Oct. 19 Oct. 19 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18
採集定点 St.  1 St.  2 St.  3 St.  4 St.   5 St.   6 St.   7 St.   8 St.   9 St. 10 St. 11 St. 12 総計
種名　　　　　　個体数，湿重量（g） N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt．
カゲロウ目 ナミトビイロカゲロウ 　 　
ヒメトビイロカゲロウ 　 　
フタスジモンカゲロウ 2 0.00 2 0.00 
モンカゲロウ 5 0.08 1 0.06 2 0.00 8 0.14 
ヒメシロカゲロウ属の一種 　 　
トウヨウマダラカゲロウ属の一種 1 0.00 1 0.00 
クロマダラカゲロウ 3 0.07 3 0.07 
ヨシノマダラカゲロウ 6 0.10 6 0.10 





マダラカゲロウ属の複数種 3 0.00 5 0.00 8 0.02 24 0.02 16 0.05 7 0.00 9 0.01 34 0.06 106 0.16 
エラブタマダラカゲロウ 　 　
アカマダラカゲロウ 　 　
マダラカゲロウ科の一種 1 0.00 10 0.08 3 0.01 36 0.09 37 0.11 15 0.01 27 0.07 19 0.06 7 0.01 10 0.10 10 0.06 175 0.60 
マエグロヒメフタオカゲロウ 　 　
ミジカオフタバコカゲロウ 2 0.00 18 0.01 20 0.01 
フタバコカゲロウ 　 　
シロハラコカゲロウ 3 0.00 3 0.00 
コカゲロウ属の複数種 　 　





キブネタニガワカゲロウ 2 0.00 1 0.00 6 0.00 9 0.00 
タニガワカゲロウ属の一種 1 0.00 1 0.00 
ウエノヒラタカゲロウ 25 0.01 25 0.01 
エルモンヒラタカゲロウ 2 0.00 2 0.00 
ナミヒラタカゲロウ 1 0.09 2 0.06 1 0.00 9 0.18 13 0.33 
ユミモンヒラタカゲロウ 4 0.06 3 0.07 3 0.01 1 0.00 11 0.14 
ヒラタカゲロウ属の一種 　 　






オオルリボシヤンマ 1 0.65 1 0.65 
トンボ科の一種 　 　
コヤマトンボ 　 　
カワゲラ目 オナシカワゲラ属の複数種 1 0.00 1 0.00 
ユビオナシカワゲラ属の一種 1 0.00 1 0.00 
クロオナシカワゲラ 90 0.20 11 0.10 101 0.30 
カワゲラ目の複数種 2 0.00 2 0.00 
カメムシ目 シマアメンボ 1 0.01 1 0.01 
ヘビドンボ目 ヘビトンボ 1 0.07 4 0.05 1 0.06 1 0.10 7 0.28 








ナガレトビケラ属の一種   2 0.01 2 0.01 
コヤマトビケラ属の一種 　 　
ヤマトビケラ属の一種 2 0.00 2 0.00 
クダトビケラ科の一種 1 0.00 1 0.00 
イワトビケラ科の一種 　 　
ミヤマイワトビケラ属の一種 1 0.00 1 0.00 
ミヤマシマトビケラ属 DA 1 0.00 1 0.00 
ナミコガタシマトビケラ         
コガタシマトビケラ               
コガタシマトビケラ属の一種 38 0.15 1 0.00 12 0.09 13 0.02 5 0.00 11 0.09 12 0.13 1 0.00 12 0.09 16 0.08 121 0.65 
ウルマーシマトビケラ 1 0.00 5 0.07 9 0.01 1 0.01 2 0.00 6 0.07 24 0.16 









トビケラ目の一種 　 1 0.02 1 0.02 
コウチュウ目 ヒメドロムシ亜科の一種 1 0.00 1 0.00 2 0.00 
マルガムシ 0 0.00 








ハエ目 ガガンボ属の一種 　 　
ガガンボ科の複数種 　 　






Dixa nipponica （ホソカ属の一種） 11 0.00 11 0.00 
アシマダラブユ属の一種 14 0.05 7 0.01 1 0.00 1 0.00 23 0.06 
ユスリカ科の複数種 19 0.02 16 0.00 2 0.00 18 0.01 1 0.00 1 0.00 9 0.00 12 0.00 1 0.00 13 0.01 13 0.01 105 0.05 






















イロカゲロウが 6 月には 12 地点中 11 地点から採集さ
れること、③ 2 〜 3 月と 6 月に採集されたカゲロウ目
昆虫とトビケラ目昆虫の個体数の間に、顕著に増加した








どが注目された。また、6 月にコドラート法で 4 個体の
トンボ目幼虫を得たが、St.6 と 7 の近くの狭い瀞をラ
ンダムに掬ったところ、5 種 12 個体のトンボ目幼虫が
採取された。









そ の 結 果、 ① 2 〜 3 月 に カ ゲ ロ ウ 目 の 個 体 数 が




と、④ 2 〜 3 月のトビケラ目のうちコガタシマトビケ
ラ属の複数種の割合が少ないことが分かった．その理由
は、非造網性のナガレトビケラ属 7 種が 214 個体と多
いためと推定された。
今回の年 3 回 12 地点における採集結果を過去の報告
と比較すると、今回の採集総種類数は 80 を超え、富樫
ほか（1989）が佐渡島内の 40 河川で得た総種数 117 の
70％に相当し、島内の 1 河川当たりの種類数としては
群を抜いて多い。しかし、今回は年 3 回 12 地点の採集
であり、1 河川につき 1 回。7 〜 6 地点を採集した結
果とは比較できない。つまり、人為的な採集努力の差
異が明らかである。富樫ほか（1989）が 1986 年 5 月 24
〜 26 日の間に行った西三川川での採集地点は、今回の
St.10 と St.11 の中間付近に相当し、16 種を得ている。
この値は、佐渡島 40 河川の 1 河川当たりの種数として
は中位にあるという。富樫ほか（1989）の採集月に近い
6 月の St.10 で得た種類数が約 20、St.11 が 16 であ
り、同じ季節の 1 地点の種数と種組成とも、富樫（1989）
に似ていた。
渇水期の佐渡島の河川を調査した報文は Honma et 
al.（1975）の西三川川以外に無いので、水生昆虫の部分
を引用すると、50 × 50 cm コドラートのサーバーネッ
トを用いて 4 地点で採集した水生昆虫は、総種類数は
13、総個体数 146、1 地点当たりの種類数は 4 〜 8 と
少ない。そのうちカゲロウ目昆虫は総個体数の 15.1％
にすぎず、ヒメトビイロカゲロウとシロハラコカゲロウ
を主とする 5 種 22 個体であった。一方、トビケラ目昆
虫は 3 種 76 個体で、総個体数の 52.1％を占めた。ト
ビケラ目昆虫のうち71個体がウルマーシマトビケラで、
コガタシマトビケラ（ナミコガタシマトビケラかコガタシマ
トビケラかは不明）が 2 個体、3 個体がニンギョウトビケ
ラの一種であった。カゲロウ目とトビケラ目昆虫以外で、









採集日 Feb.25 〜 Mar.09 Jun.06 〜 Jun.08 Oct.18 〜 Oct.19
種名 個体数（％） 　　個体数（％） 個体数（％）








トンボ目 1（0.0） 4（0.1） 1（0.1）
カワゲラ目 78（2.7） 149（4.1） 105（12.5）
　　クロオナシカワゲラ 101（12.0）
カメムシ目 　 1（0.0）
ヘビトンボ目 9（0.3） 14（0.4） 7（0.8）
トビケラ目 482（16.9） 638（17.4） 159（18.9）
　　コガタシマトビケラ属の複数種 183（6.4） 406（11.0） 121（14.4）
コウチュウ目 3（0.1） 44（1.2） 4（0.5）
ハエ目 191（6.7） 1513（41.2） 176（21.0）
　　アシマダラブユ属の一種 906（24.7）
　　ユスリカ科の複数種 544（14.8） 105（12.5）



































に、St.1 で死殻のみを 17 個体、St.2 で小型個体を多数
観察したが、他の 2 回の季節にはまったく採集できな
かった。












　 採集定点 St.  1 St.   2 St.   3 St.   4 St.   5 St.  6 St.  7 St.  8 St.  9 St. 10 St. 11 St. 12 　
　 採集日 Feb. 25 Feb.25 Mar. 02 Mar. 02 Mar. 04 Mar. 04 Mar. 04 Mar. 08 Mar. 08 Mar. 08 Mar. 09 Mar. 09 総計
種名　個体数，湿重量（g） N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt．
扁形動物 ナミウズムシ 3 0.01 4 0.03 1 0.01 1 0.03 1 0.01 1 0.01 11 0.10 
刺胞動物 ヒドラ属の一種   
線形動物 線虫の一種   
環形動物 イトミミズ科の一種 3 0.02 13 0.21 8 0.08 5 0.06 17 0.14 46 0.51 
ツリミミズ科の一種 2 0.02 1 0.02 1 0.01 2 0.02 1 0.01 1 0.02 8 0.10 
イシビル科の一種 2 0.02 3 1.73 5 1.75 
軟体動物 カワニナ   
カサキビガイ
ドブシジミ科の一種   
節足動物 ミズダニの一種   
ミズムシ 42 1.10 36 0.49 1 0.02 79 1.61 
ホソワラジムシの一種   
ヒメフナムシ   
チョウセンコツブムシ 1 0.02 2 0.04  42 1.31 3 0.03 48 1.40 
ヒメハマトビムシ 1 0.20 1 0.20 
ホクリクヨコエビ＊ 4 0.10 5 0.07 7 0.20 1 0.02 23 0.14 6 0.09 6 0.09 1 0.01 1 0.01 54 0.73 
サワガニ 5 0.82 11 7.23 48 放流 45 放流 32 放流 4 放流 4 放流 2 0.22 10 0.03 161 　△
オビヤスデ目の一種   
　 採集定点 St.  1 St.  2 St.  3 St.  4 St.  5 St.  6 St.  7 St.  8 St.  9 St. 10 St. 11 St. 12 　
　 採集日 Jun. 08 Jun. 08 Jun. 07 Jun. 08 Jun. 07 Jun. 07 Jun. 07 Jun. 06 Jun. 06 Jun. 06 Jun. 06 Jun. 06 総計
種名　個体数，湿重量（g） N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt．
扁形動物 ナミウズムシ 13 0.17 2 0.03 4 0.01 13 0.09 3 0.01 10 0.10 13 0.18 2 0.03 2 0.00 1 0.00 63 0.62 
刺胞動物 ヒドラ属の一種 1 0.00 3 0.00 4 0.00 
線形動物 線虫の一種  　 　
環形動物 イトミミズ科の一種 21 0.00 4 0.00 2 0.00 8 0.08 10 0.07 1 0.00 46 0.15 
ツリミミズ科の一種 3 0.10 7 0.04 16 0.10 4 0.05 28 0.36 58 0.65 
イシビル科 sp. 1 0.29 1 0.29 
軟体動物 カワニナ 17 死殻 多数 放流 1 放流 　○ 　△
カサキビガイ 1 腐敗 1 　△
ドブシジミ科の一種 1 0.00 1 0.00 
節足動物 ミズダニの一種 1 0.00 1 0.00 1 0.00 3 0.00 
ミズムシ 158 0.08 20 0.00 178 0.08 
ホソワラジムシの一種 1 0.00 1 0.00 
ヒメフナムシ 6 0.01 6 0.01 
チョウセンコツブムシ  51 1.36 3 0.01 12 0.31 66 1.68 
ヒメハマトビムシ 2 放流 2 　△
ホクリクヨコエビ＊ 5 0.05 25 0.09 750 放流 32 0.09 4300 放流 6 0.00 1 0.00 4 0.00 6 0.01 1 0.01 2 0.00 5132 　△
サワガニ 17 放流 9 放流 2 放流 11 放流 11 放流 6 放流 2 0.10 4 放流 62 　△
　 オビヤスデ目の一種 3 0.02 3 0.02 
　 採集定点 St.  1 St.  2 St.  3 St.  4 St.   5 St.   6 St.   7 St.   8 St.   9 St. 10 St. 11 St. 12 　
　 採集日 Oct. 19 Oct. 19 Oct. 19 Oct. 19 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 Oct. 18 総計
種名　個体数，湿重量（g） N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt． N． Wt．
扁形動物 ナミウズムシ 6 0.06 4 0.02 1 0.00 4 0.02 4 0.02 3 0.01 1 0.00 23 0.13 
刺胞動物 ヒドラ属の一種 　 　
線形動物 線虫の一種 　 　
環形動物 イトミミズ科の一種 1 0.00 8 0.01 3 0.03 12 0.04 
ツリミミズ科の一種 5 0.17 1 0.00 6 0.17 
イシビル科の一種 　 　
軟体動物 カワニナ 　 　
カサキビガイ
ドブシジミ科の一種 　 　
節足動物 ミズダニの一種 　 　
ミズムシ 16 0.03 13 0.08 4 0.01 33 0.12 
ホソワラジムシの一種 　 　
ヒメフナムシ 　 　
チョウセンコツブムシ 1 0.01 2 0.05 3 0.06 
ヒメハマトビムシ 　 　
ホクリクヨコエビ＊ 16 0.37 3 0.06 331 放流 4 0.08 145 放流 18 0.16 1.00 0.01 6.00 0.01 1.00 0.00 525 　△
サワガニ 2 0.20 16 放流 132 放流 5 放流 11 放流 9 放流 8 放流 183 　△
オビヤスデ目の一種 3 0.19 3 0.19 
　 ・＊ホクリクヨコエビがオオエゾヨコエビのジュニアシノニムのひとつの可能性が示唆されている［富川 2007 ほか］．
・○や△は，採集個体を放流したりして，個体数をを数えなかったり湿重量を計測しなかったもの．






























































　 採集地点 St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 St. 6 St. 7 St. 8 St. 9 St.10 St.11 St.12 St.10 周辺
　 採集方法 コドラート 　E．F．








8 シマヨシノボリ 1 6 1 32
9 ルリヨシノボリ 3 1 3 2 54
10 ミミズハゼ 2 　
　 ・St.10 周辺のカマキリは成魚，アユとヨシノボリ類は体長測定個体数のみ． 　 ・採集方法の E. T.　は，エレクトリックフッシャー．
採集地点 St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 St. 6 St. 7 St. 8 St. 9 St.10 St.11 St.12 St.6，7 の下流
採集方法 コドラート 掬い網
No. 種名／採集日 Jun.08 Jun.08 Jun.07 Jun.08 Jun.08 Jun.08 Jun.07 Jun.06 Jun.06 Jun.06 Jun.06 Jun.06 Jun.07
1 ドジョウ 1 4 多い





7 シマウキゴリ 2  
8 シマヨシノボリ 1 1 2 3  
9 ルリヨシノボリ 1 2 6 1 1 2
10 ミミズハゼ
採集地点 St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 St. 6 St. 7 St. 8 St. 9 St.10 St.11 St.12 St.12 の上流
採集方法 コドラート 掬い網








8 シマヨシノボリ 1 2 1
9 ルリヨシノボリ 1 1 4 2 2 1
10 ミミズハゼ 1





















































②河口から数 m 上流の St.12 は海の波浪の影響を受
け易いので、3 月・6 月・10 月の採集時には、礫の




























Honma，Y．，Hokari，N．，Oka T．，and Matsuki T．，1975：A limnological study of Nishimikawa-gawa River flowing into 
Mano Bay of Sado Island in the Japan Sea.  Ann.Rep.Sado Mar. Biol. Stat.,Niigata Univ.,（5），11 − 21.

























































大佐渡・小佐渡の山麓（標高 100 〜 400m）は全域に
わたってコナラーアカマツ林の二次林となっている。大































































































































































































































































































































































































































アカガシ 400 本・ツバキ 1,020 本・スギ 1,500 本・ク
リ 283 本の生育するアカガシの森だったが、明治元年
の民間への払下げで姿を消してしまった。

















0.4ha の土地に樹高 8m、胸高直径 10 〜 20cm、推定
樹齢100〜200年のヤブツバキがおよそ700本群生し、
ヤブツバキの群生地としては県下最大級である。











内の標高 150 〜 160m の地帯に位置するヤブツバキ
である。樹高 9.0m、幹径・胸高直径 0.8m、根元直径
1.0m、幹周り 3.05m、樹冠幅南北 9.1m、東西 12m、
最大幅 12m を測る。
佐渡第一（県下一）の椿の巨木である。1 年あたり





































































































































































階　層 構　成　種 常在度 植　物　相 その他
高木層 オニグルミ Ⅴ 暖地系 殻を割って食用
コナラ Ⅳ 薪炭の用材































1  〜　20％ 常在度　Ⅰ
21  〜  40％ 常在度　Ⅱ
41  〜  60％ 常在度　Ⅲ
61  〜  80％ 常在度　Ⅳ
81 〜 100％ 常在度　Ⅴ
階　層 構　成　種 常在度 植　物　相 その他
高木層 コナラ Ⅴ アカマツはマツクイムシ
の被害で枯死、倒木に
なっている林も目立つ。アカマツ Ⅲ
亜高木層 アカメガシワ Ⅲ 暖地系 葉を食べ物の包に利用
エゴノキ Ⅲ 暖地系 まゆ玉の枝
オオバクロモジ Ⅲ 日本海要素 フグ汁の毒消し
オニグルミ Ⅲ 暖地系 種を割って食用
ケヤキ Ⅲ 日本海要素 建築材
ネムノキ Ⅲ 暖地系
ホオノキ Ⅲ 北方系 葉を食べ物の包みに利用















































































































階　層 構　成　種 常在度 植　物　相 その他
高木層 スギ Ⅴ 用材に
亜高木層 エゾイタヤ Ⅱ 日本海要素
エノキ Ⅱ 暖地系
低木層 ウツギ Ⅴ 日本海要素
ウリノキ Ⅳ
ヒメアオキ Ⅲ 日本海要素
草本層 アカソ Ⅳ 暖地系









































































コナラ−アカマツ林オニグルミ林 オニグルミ林 スギ林 その他
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓
アカメガシワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イタビカズラ ○ ○
イノデ ○ ○
イワガネソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゴノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオバノイノモトソウ ○
オオバノハチジョウシダ ○
キヅタ ○ ○ ○
クサギ ○ ○ ○ ○
クマワラビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クラマゴケ ○
クリ ○ ○
ゴヨウアケビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シャガ ○ ○
ジャノヒゲ ○ ○ ○
シラキ ○
シロダモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
センニンソウ ○ ○ ○
タブノキ ○ ○
ツルグミ ○ ○ ○
ツルマサキ ○
ナガバジャノヒゲ ○ ○ ○ ○
ナツエビネ ○
ノキシノブ ○
ヒサカキ ○ ○ ○
ベニシダ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クマノミズキ ○ ○
ミゾシダ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤダケ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤブコウジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤブツバキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤブマメ ○
ヤマウルシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
出現種類数 5 9 11 5 10 10 4 5 5 6 10 8 4 4 1 3 7 6 8 5 5 11 7
第 4-4-9 表　北方系の植物（西三川地区文化的景観調査区内）
植　物　名
コナラ−アカマツ林 オニグルミ林 スギ林 その他
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓
アカメイタヤ ○ ○ ○
アマニュウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾイタヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○












ハイイヌツゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメアオキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒロハヘビノボラズ ○ ○
ヤグルマソウ ○
リョウメンシダ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

























地域を地図上に落としたのが、第 4-4-5 〜 7 図である。
















コナラーアカマツ林 オニグルミ林 スギ林 その他
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
アクシバ ○
ウワミズザクラ ○ ○ ○
エゾイタヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオイタドリ ○
オオタチツボスミレ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオバクロモジ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケナシミヤマシシウド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コウライテンナンショウ ○ ○
コタニワタリ ○ ○
サカゲイノデ ○ ○ ○ ○
タニウツギ ○ ○ ○ ○
タマバシロヨメナ ○ ○ ○
タムシバ ○ ○
トキワイカリソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トリアシショウマ ○ ○
ハイイヌガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハイイヌツゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメアオキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒロハテンナンショウ ○ ○ ○ ○
マルバゴマギ ○
ヤマアイ ○
ヤマモミジ ○ ○ ○ ○ ○
リョウメンシダ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



























































































































トクサ科 スギナ Ⅰ 暖地系（秋田・岩手〜山口・愛媛）
トクサ科 スギナ Ⅰ 北海道〜屋久島
ゼンマイ科 ゼンマイ Ⅱ 北海道〜屋久島
キジノオシダ科 ヤマソテツ Ⅰ 北方系・日本海要素
コバノイシカグマ科 ワラビ Ⅰ 北海道〜琉球
ホウライシダ科 クジャクシダ Ⅰ 北海道・本州
イワガネゼンマイ Ⅱ 暖地系（北海道〜屋久島）
イワガネソウ Ⅰ 暖地系（岩手県以南）
イノモトソウ科 オオバノイノモトソウ Ⅰ 暖地系（東北地方中部以西）
オオバノハチジョウシダ Ⅰ 暖地系（北限は山形）
チャセンシダ科 コタニワタリ Ⅰ 日本海要素
トラノオシダ Ⅰ （北海道稀〜九州）
シシガシラ科 シシガシラ Ⅰ ※日本の固有種














ヒメシダ科 ミゾシダ Ⅰ 暖地系（本州〜九州）
ヒメシダ Ⅰ （北海道〜九州、暖地にない）






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































枚ト云」とあり、1 つの採取場から 1 日につき砂金 18
枚（約 2.9kg）を上納したことから「笹川十八枚村」と
呼ぶ根拠になったというが［新潟県立佐渡高等学校同窓










禄 2 年 3 月 18 日より西三川の砂金毎年 3 駄（1 駄は 30 貫）
が秀吉在城の伏見御蔵へ納められたことが記録されてい
る。その後も佐渡から上杉景勝によって伏見への上納が




























































































































































































































































































































































地帳の「寄」は田畑屋敷合 7 町 3 反 6 畝 1 歩で、わず
か 32 石の村高で、田地の分米は 1 石 2 斗にすぎなかっ




































人足を出し、人足 1 人あたり 59 文宛の賃銭が支給され
ていた。一方で、天明 5（1786）年のような地元の笹川
十八枚村で普請を引き受ける場合もあった。このときは、
















































































































































































元（1615）年の上納高 4 貫 108 匁余であったものが、
文政元（1818）年に 247 匁余、慶応元（1865）年には


















































十八枚村はもちろん近隣の 15 ヵ村を合わせて、延べ 3






宝暦・明和両年度迄 （1751 〜 1771） 1 ヵ年分上納金 2 貫目内外
安永より天明・寛政度迄（1772 〜 1800） 〃 1 貫目内外
享和・文化度迄（1801 〜 1817） 〃 800 目より 200 目内外
文政より天保・弘化・嘉永度迄（1813 〜 1853） 〃 300 目以上 100 目内外
安政より万延・文久・元治・慶応度迄（1854 〜 1867） 〃 100 目内外
明治度に至りては（1868 〜　） 〃 70 目以上 50 目内外
明治 5 年（1872） 金山御廃止









































































年代 西暦 上納高（厘以下は略す） 砂金山稼所取明普請の場所 工事状況・その他
嘉永元 1848 139 匁 9 分
　　2 1849 396 〃 1 〃 立残山・峠坂山・廊下口山・中瀬 （2 ヵ所）（2 ヵ所）
稼所取明及び受堤・江道等 12 か所、延人足 35,915 人、工事総坪数
10,736 坪。賃銭総額 3,592 貫 500 文、10 月着工、翌 3 年 8 月完了
　　3 1850 135 〃 0 〃
　　4 1851 229 〃 4 〃
　　5 1852 276 〃 9 〃
　　6 1853 154 〃 4 〃
安政元 1854 121 〃 9 〃
　　2 1855 142 〃 2 〃 黒滝山 2 月着工、6 月 10 日完成
　　3 1856 67 〃 8 〃
　　4 1857 49 〃 0 〃
　　5 1858 101 〃 7 〃
　　6 1859 111 〃 6 〃
万延元 1860 126 〃 3 〃 虎丸山 主な稼所の峠坂急破し今年上納見込めず、その挽回のため
文久元 1861 96 〃 4 〃
　　2 1862 66 〃 7 〃
　　3 1863 66 〃 9 〃
元治元 1864 40 〃 4 〃 立残山
慶応元 1865 77 〃 9 〃
　　2 1866 102 〃 5 〃 峠坂山・虎丸山 虎丸山再開発。峠坂山工事費 500 貫余の内 200 貫文自普請。虎丸山中段は見切り、下敷のみ稼ぐ
　　3 1867 160 〃 2 〃
明治元 1868 74 〃 7 〃




























工事により、同 5 年までの間の上納高は 400 匁弱から
200 匁台を維持し、慶応 2（1866）年の工事によっても










安政 6 年 12 月分の内　　　　　　万延元年閏 3 月 14 日上納
　　正砂金　8 匁 3 分 9 厘
此水砂金　9 匁
内
4 匁 1 分 9 厘 5 毛    　 運上
外 1 分 2 厘 5 毛 8 弗 三之出目
4 匁 3 分 9 厘 5 毛    　 御買上
外 4 厘 1 毛 9 弗 一之出目
合 8 匁 5 分 5 厘 7 毛 7 弗
外 1 厘 7 毛 1 弗 二之出目
4 分 2 厘 7 毛 8 弗 五ノ入目
都合 9 匁 　　　　2 毛 6 弗
此取揚入用 6 貫 504 文 5 分
内  1 貫 607 文    　 買上代
4 貫 614 文    　 穿子賃
254 文    　 小入用 











穿子賃銭などの諸経費）では、金児への賃銭が 4 貫 614
文とされ、買上砂金代 1 貫 607 文を大きく上まわって
おり、生産砂金の買上経費が穿子賃銭の約 3 分の 1 弱に、
低く抑えられていた。砂金を生産する金児にとっては、
採取した砂金の 2 分の 1 が税として徴収され、なお残
り 2 分の 1 の砂金についても、労賃総額の 3 分の 1 程
度の安い価格で買い取られていたのである。次の史料 2
は文久元（1861）年の 8・9・10 の 3 か月分採取の水
砂金 21 匁 1 分についての運上及び買上を示すものであ
る。「運上」が 5 分余、「御買上」が 19 匁 1 分余とあり
買上分が運上分の 3.8 倍と多い。取揚げた砂金が少量で
あったためか、運上分と買上分が、産出される砂金量の

























































































































1 年分目当高 砂金　100 匁
穿子人数 凡そ 5,000 人　但、砂金 1 分に付 5 人宛
賃銭 1,250 貫文　但、穿子 1 人に付、銭 248 文宛
鉄道具繕い代        4 貫文
諸品物代その他      10 貫文





























年間の砂金生産高を 100 匁とし、砂金 1 分を 5 人の
労働力で生産するとして、穿子人数延 5,000 人、この


















































金児名 4 月 6 月 7 月 9 月 10 月 12 月 計
為右衛門   ５厘   ５厘
清三郎   ５厘  １分  １分  １分  １分  ４分５厘
善吉  １分  ３分  ２分  ２分４厘 ２匁 ２匁８分４厘
武左衛門  １分２厘  １分６厘  １分５厘  １分  １分８厘  ７分１厘
伝右衛門  １分  ３分５厘  １分５厘  ６分
嘉兵衛  １分２厘  １分６厘  １分４厘  １分６厘  １分８厘  ２分  ９分４厘
市兵衛  １分  １分６厘  ３分  １分８厘  １分８厘  ９分２厘
藤左衛門  １分２厘  ３分  １分６厘  ２分２厘  ８分
伝吉  １分  １分４厘  １分６厘  １分８厘  ７分４厘
十左衛門  １分６厘  ２分  ２分２厘  １分２厘  ７分
金左衛門  １分６厘  ３分  ２分  ５分
長八  １分４厘  １分８厘  ３分２厘
甚三郎   ６厘   ６厘
金左衛門   ２厘   ２厘
吉兵衛  １分  １分
主四郎  ６分８厘  ６分８厘
内訳 山 ３匁６分 ４匁５分 ４匁５分 ３匁５分 ４匁９分 ２１匁
外出  １分３厘   ４厘  ４分７厘  ６分４厘
御種入  ３分  ３分
上納総量 ４匁５分９厘 ５匁４分２厘 ５匁５分３厘 ６匁１分６厘 ６匁８分９厘 ６匁８分




























11 8 匁 5 分
12 7 匁 7 分
合計 51 匁 8 分
但 内 42 匁 4 分山
稼日数 295 日
人数 2,310 人
9 匁 4 分　川（数値は史料記載のまま）
第 5-2-5 表④　明治 2 年　月別上納量及び稼日数・稼働人数
このように明治 2（1869）年の上納総量は、峠坂分及
び川穿分を加え 51 匁 8 分とわずかなものであった（第
5-2-5 表④）。この産出砂金のうち、峠坂分（山）が 42














川穿で年間 4 匁余を採取し峠坂分の 9 分余と合わせて、
年間 4 匁 9 分 5 厘を上納し穿子の中で最多の上納者で
あった。主四郎は川穿で年間 1 匁 9 分余、峠坂稼所で
6 分余、年間 2 匁 6 分 4 厘を採取上納していた。これ
ら上納砂金の金山役所の買上代金は、当資料に示された
換算率すなわち、水砂金 1 匁につき 9 貫 701 文 4 歩で
算出すると、次のようになろう。
金児名 砂金取揚量 買上げ代銭
主四郎 2 匁 6 分 4 厘 25 貫 610 文
嘉兵衛 4 匁 9 分 5 厘 48 貫　19 文








児 1 人当たり 1 日「漸く銭百文余位」にしかならず「諸
色高価（値）之砌、貧窮之もの共何分難取暮、難渋当惑





金児名 4 月 6 月 7 月 9 月 11 月 12 月 計
主四郎（峠） 6 分　　 2 分　　 2 分　　 4 分　　 2 分 4 厘 3 分 2 厘 1 匁 9 分 6 厘
藤左衛門（峠） 8 厘 8 厘
吉助 1 分　　 1 分　　 2 分 2 厘 1 分　　 5 分 2 厘
嘉兵衛（峠） 1 匁 6 分 8 厘 9 分 4 厘
7 分 6 厘弱 1 分 4 厘 4 分 9 厘 4 匁　　1 厘
市兵衛（峠） 1 分 5 厘 1 分 4 厘 2 分　　 9 分 7 厘 1 匁 4 分 6 厘
又十郎 4 分　　 2 分　　 2 分 5 厘 8 分 5 厘
弥兵衛 1 分　　 1 分　　
善吉（峠） 8 厘 8 厘
金左衛門（峠） 7 厘 7 厘
十助 1 分 3 厘 1 分 3 厘
忠右衛門 1 分 2 厘 1 分 2 厘
上納量総計 3 匁　　1 厘 1 匁 5 分 8 厘 1 匁 4 分 3 厘 8 分 4 厘 1 匁 8 分　　 7 分 2 厘 9 匁 3 分 8 厘
※峠坂稼所においても稼働している者を（峠）として表記
第 5-2-5 表②　明治 2 年　金児別の川穿分取揚砂金上納状況
上納月
上納量
3 月 4 月 6 月 7 月 9 月 10 月・11 月 12 月
峠坂（山）分 7 匁　　　　 4 匁 5 分 9 厘 5 匁 4 分 2 厘 5 匁 5 分 3 厘 6 匁 1 分 6 厘 6 匁 8 分 9 厘 6 匁　　  8 分
川穿（川）分 3 匁　　 1 厘 1 匁 5 分 8 厘 1 匁 4 分 3 厘 8 分 4 厘 1 匁 8 分　　 7 分 2 厘
計 7 匁　　　　 7 匁 6 分    　 7 匁        　　 6 匁 9 分 6 厘（7 匁） 7 匁　　　 　
8 匁 6 分 9 厘
（8 匁 5 分）
7 匁 5 分 2 厘
（7 匁 7 分）
※各月総計の内、計算上、史料の記録と同一でないものは史料記載数値を（）内に示す






















開発の試掘に際し、相川の鉱山役所が人足賃 1 人 1 日
600 文から 700 文を出そうと金児たちに示して試掘作
業のための穿子を求めていた。また相川の陶器窯元・伊
藤富太郎家の職人賃金は幕末から明治元年までは 1 日
300 文であったが、明治 2 年からは熟練度によって上
が 650 文、中 550 文、下 300 文であったから（『佐渡
相川の歴史』通史編 近・現代）、笹川十八枚村金児の 1 日
の砂金稼ぎから得る収入の 100 文から 200 文はいかに
も少ない。仮に 1 人 1 日の生活費が 100 文とした場合、
主四郎・嘉兵衛両家の 1 日の必要生活費は 600 文（明
治 3 年の戸籍下調べでは両家の家族人数は共に 6 人）である。
両家の収入が砂金買上代銭のみであるとした場合、嘉兵
衛家が80日、主四郎家は43日ほどの生活が可能となる。










明治 3 年の年間上納量は 95 匁 2 分と前年より上昇し
た。しかし稼所は山（峠坂山分）の生産が前年と同程度







また明治 2 年・同 3 年の砂金上納記録（第 5-2-5 ①・
5-2-7 表）中に、砂金上納量と共に、「御種」の上納量が
記されている。明治 2 年の場合、6 月分上納記録の末尾
に「残三分御種、此分九月分に入」とあり、それを受け
て 9 月分記録に「三分、六月分御種入」とある。更に






尤当夏取入菜種石数別紙書付差上候」（慶応 2 年 9 月）と
の記録（金子家文書 12-39）がある。不足がちな砂金上納
量を補うべく菜種油用の「御種」上納量が砂金納分に加
算されていたものである。慶応 2（1866）年 6 月「地方
役所」より佐渡自国産御種を買い入れるために、菜種買







慶応 3（1867）年の上納高 160 匁余から、明治元（1868）
年には 74 匁余に減少していた。笹川十八枚村の村民は





3 月上納 8 匁 2 分 （記載なし）
4 月分上納 7 匁 1 分 内　  4 匁 9 分—山、利八以下 8 人の上納による
（6 月分）
7・8 両月分、6 月分共 8 月上納
（6 匁） 　 此分 8 月上納に入ル
15 匁 8 分
内　  8 匁 7 分—山、藤三郎以下 9 人の上納による
　　  7 匁 1 分—川、（川穿分）
9 月分を 10 月 1 日上納 17 匁 2 分
内　11 匁 2 分—川穿　
　　  6 匁—山出分　内　3 匁 5 分—山・2 匁 5 分—川
10 月分を 10 月 29 日上納 16 匁    　
内　12 匁 6 分—川（川穿分）
　　  3 匁 4 分—山　内　1 匁 3 分—正山・2 匁 1 分—山川
閏 10 月分 11 月 8 日上納 15 匁 2 分 　　15 匁 2 分—川
11 月・12 月両月分、12 月 23 日上納 15 匁 7 分
内　  8 匁 1 分 2 厘—山
　　  4 匁 3 分 1 厘—川
外に  3 匁 2 分 7 厘—先御種
合計 95 匁 2 分
内　41 匁 7 分 4 厘—山
　　53 匁 4 分 6 厘—川（川穿分）






















○　砂金山稼の手当として 2 割安米を 1 ヵ月 10 石宛、







○　砂金買上げについては、砂金 10 匁につき 13 両

















寛政年中（1789 〜 1800）より 40 石 これは砂金出方の多少にかかわらず御手当として買受の分
天保 5 年（1834）より 50 石 これは近年砂金出方不足に付、取続方御手当として買受
天保 13 年（1842）より 30 石 これは増代
同年 15 石 これは峠坂御普請精励手当
計 135 石 　
天保 14 年（1843）より 120 石 　
弘化元年（1844） 120 石 　
弘化 2 年（1845） 120 石 　
弘化 3 年（1846） 120 石 　
弘化 4 年（1847） 120 石 　
同年 7 石 これは自普請骨折りにより下さる
計 127 石 　
嘉永元年（1848） 120 石 　
嘉永 2 年（1849）
120 石 　
70 石 これは別段払米、内 12 石は御林木炭御焼立につき炭焼飯米廻り、翌年買受
嘉永 3 年（1850） 120 石 　
嘉永 4 年（1851） 120 石 　
嘉永 5 年（1852） 120 石 　
嘉永 6 年（1853） 120 石 　
安政元年（1854） 120 石 　
安政 2 年（1855） 120 石 　
安政 3 年（1856） 120 石 　
安政 4 年（1857） 120 石 内 40 石は御普請入用返納、残 80 石
安政 5 年（1858） 120 石 内 40 石は御普請入用返納、残 80 石
安政 6 年（1859） 120 石 　
万延元年（1860） 120 石
文久元年（1861）
90 石 （砂金上納高 96 匁 4 分）
15 石 これは別に払米
文久 2 年（1862） 56 石 （砂金上納高 66 匁 7 分）
文久 3 年（1863）
56 石 （砂金上納高 66 匁 9 分）
34 石 これは別に払米
元冶元年（1864）
30 石 4 斗 （砂金上納高 40 匁 4 分）
29 石 これは別に払米
慶応元年（1865）
70 石 内 2 石は御普請場所痛添え自普請に下さる　（砂金上納高 77 匁 9 分）
20 石 これは別に払米























年の 17 年間は 120 石とほぼ同一であったものが、文
久元（1861）年以降、急激に減少する。
こうした払米を笹川十八枚村はどう活用していたもの





  　　2 石 8 斗 5 升 重世話煎
　　11 石 4 斗 世話煎 4 人　但、1 人につき 2 石 8 斗 5 升宛
　　20 石 2 斗 5 升 世話煎 4 人・かなこ 33 人、当節より来る 3 月末までの食用（日割当りの分）
　　20 石 5 斗 世話煎 4 人　かなこ 33 人、来る 4 月以降 6 月までの食用分（日割当りの分）
計　55 石 　
残　35 石　売り出して 1505 貫文（但 1 石に付 43 貫文）入手のつもり
　内
723 貫 500 文 地払い米 90 石代銭上納の分　
　 2 貫 157 文 金拝借違いの分
　　　 646 文 下改の分
344 貫文 稼人一同の者共、去る 8 月中より当節まで夫食買入代、他借の分返済用
430 貫文
米 10 石を売り稼人一同の当節より来る 3 月ま
での夫食雑穀 28 石 6 斗余買入代　　但し麦 1
石に付 20 貫文、稗 1 石に付 10 貫文　平均 1
石に付 15 貫文
　 4 貫 689 文 雑用
35 石売り出し予定
　米 20 石 これは新町・田町両者の内、年貢米不足の者共へ売渡す
　米 10 石 大崎村へ　同様売渡す
　米   5 石 西三川村へ同様売渡す
計　 35 石
 
　これによれば、払いを受けた 90 石のうち、55 石は重
世話煎など村役人 5 人への給付分と、村役人等 5 人及び
金児 33 人分の 12 月から翌年 6 月までの食用として使
用、残り 35 石を年貢納入期に新町・田町・大崎・西三
川の各村へ地域の相場値で高く売り、そこで得た 1,505































































































この虎丸山敷掘り生産では砂金 1 匁 9 分、他に「埋銀」
3 匁 2 部 3 厘、計 5 匁 1 分 3 厘を産し、その利益は銭














































人　182 人　　内（男 96 人、女 86 人）
屋敷 　    4 反 8 畝　6 歩
田 4 町 2 反 0 畝 18 歩
内 当村高 　　2 反 3 畝 10 歩
小立村高 　　2 反 8 畝 17 歩
大立村高 　           4 畝 18 歩
西三川村高 1 町 2 反 0 畝 20 歩
倉谷村高 　    9 反 0 畝 12 歩
下黒山村高 　    5 反 3 畝 26 歩
瀧平村高 　    3 反 2 畝   3 歩
豊田村高 　    6 反 6 畝   2 歩
畑 7 町 8 反 5 畝 27 歩
内 当村高 7 町 6 反 9 畝 27 歩
西三川村高 　    1 反 1 畝 24 歩
倉谷村高 　　　　 3 畝 16 歩
見取場 3 町 3 反 8 畝 14 歩
内 当村地、仲間持 1 町 6 反 6 畝 20 歩
西三川村地     　5 反 9 畝 12 歩
倉谷村地     　8 反 0 畝 15 歩
小立村地 　　　　 6 畝 27 歩
山 13 ヶ所
内 1 か所 村仲間持（他は個人持）
牛 32 疋
第 5-2-9 表　明治 3（1870）年　笹川十八枚村概要























家数は 43 軒、人口 182 人（男 96・女 86 人）とあるが、
これは山伏三光院を除いており、明治 2 年の記録では（金




当時の村人の所持地は村外をふくめ、田が 4 町 2 反余、
畑が 7 町 8 反余、見取場（元禄検地以後の開墾地）が 3 町
3 反余、屋敷地を加えて全体で 15 町 9 反 2 畝余（山を
13 ヵ所所持するが反別不明で加えず）であった。1 戸当たり
の所持地平均は 3 反 7 畝余、土地の規模別所持状況は第






規　模 戸　数 割合　％ 割合　％
2 町〜 3 町未満 1 2.3 4.6
1 町以上 2 町未満 1 2.3
9 反以上 1 町未 0 0 34.95
8 反以上 9 反未 1 2.3
7 反以上 8 反未 0 0
6 反以上 7 反未 2 4.65
5 反以上 6 反未 6 14.0
4 反以上 5 反未 6 14.0
3 反以上 4 反未 2 4.65 60.45
2 反以上 3 反未 5 11.6
1 反以上 2 反未 13 30.2
1 反未満 6 14.0
計 43 100 100
























1 明治 1.12.20 他村入会地を当村にて開発願 奉行所
2 明治 2.  1. 新開発願場の再調査結果報告 〃
3 〃 寛政年間よりの地払米 40 石の払い願 〃
4 〃 困窮者 42 家族 168 人の御救い願 〃
5 明治 2.  1.19 困窮人 1 日 1 合、50 日分（8 石 4 斗）御払米許可請書 民政局
6 明治 2.  1.21 御救籾 7 石余（摺立賃共）受領一札 〃
7 明治 2.  2.  3 寺院等において神像・神画所持するもの皆無の報告 〃
8 明治 2.  3.20 新開場が小立・大立両村と競合するにつき調整願 民政局
9 明治 2.  3.23 還俗した三光院を大山祇神社の社人に願う 聴訟方役所
10 明治 2  .3.25 新田畑切開のため、15 石（正米）小前夫食用に払い願 民政局
11 明治 2.  3.21 大工鑑札（1 枚）・木挽鑑札（3 枚）返上願 作事方役所
12 〃 大工鑑札（5 枚）・木挽鑑札（3 枚）書替願 〃
13 明治 2.  5.14 金児共飯米として米 3 石払い願 民政局
14 明治 2.  6.12 米 5 石、小前共飯米として払い願 〃
15 明治 2.  7.10 大工鑑札（2 枚）・木挽鑑札（3 枚）返上願 〃
16 〃 大工・木挽職の国役免除願 作事方役所
17 明治 2.  7.21 米 5 石、かなこ夫食として払い願 民政局
18 明治 2.10.  7 払米 5 石の内、未払い分 3 石余の渡し願 会計方役所
19 〃 金子勘三郎の勤務履歴の上申 佐渡県役所
20 明治 2.11. 当村あて地払米の引続き払い願 金坑方役所
21 〃 不作等につき従前許可受けてきた御手当米 40 石下付願 佐渡県役所
22 明治 2.11.12 払米 5 石の内、残り 3 石余御渡し願 金坑方役所
23 明治 2.12. 砂金山稼人の家族 180 人への 2 割安米払い願 〃
24 〃 当村に猟師・鉄砲所持者なしとの報告 佐渡県役所
25 〃 払米を相川蔵から近村蔵渡しに変更願 金坑方役所
26 明治 3.  3.12 新開地 5 反歩、畑として開発許可願 佐渡県役所
27 明治 4.  2. 田 2 ヵ所、畑 4 ヵ所開発結果の報告 〃
28 明治 4.  3.15 林地 5 反歩、2 年間で開作の上申 〃
29 明治 4.  9. 林の当年分開発状況の見分願 〃
30 明治 5.  3. 開発地の地代銭を支払い、村の受地としたいとの願 相川県役所
31 明治 5.  8. 阿弥陀堂境内の払下げ願 〃
32 明治 5.  8.13 開発地の年貢・地代金の納方延期願 御出役人
33 明治 6.  6.  5 新開後の残地一円、当村へ払下げ願 相川県参事
34 〃 倉谷村の柴山等 1 町 2 反、当村所有となる なし
35 明治 7.10.19 立残・青池の堤、当村へ払下げ願 相川県参事
36 明治 8.  5.30 砂金流跡・青池の新開願 〃
37 明治 8.  8.31 金山附青池は不便利な地の故に大須村へ払い下げ願 相川県権令

































































史料 7 では、「薄禄困窮もの」168 人の救済を奉行所
に願い出て、その結果として史料 8 では籾 23 石（摺賃共）
の「御救米」を下されたことに感謝し、受書を提出した
ことなどが記されている。














明治 1 0 1 0 0 0 1
明治 2 14 2 0 4 4 24
明治 3 0 1 0 0 0 1
明治 4 0 3 0 0 0 3
明治 5 0 2 1 0 0 3
明治 6 0 0 1 0 1 2
明治 7 0 0 1 0 0 1
明治 8 0 1 2 0 0 3
計 14 10 5 4 5 38
全体に対
する割合％ 36.8 26.3 13.15 10.5 13.15 100
第 5-2-12 表　明治初年 金子勘三郎（名主・戸長）発送文書の

















元禄 7 年（1694） 明治 3 年（1870） 変動分
田 2 反 25 歩 4 町 2 反 18 歩 増、3 町 3 反 8 畝14 歩
畑 7 町 1 反 5 畝 6 歩 7 町 8 反 5 畝 7 歩 増、7 反 1 歩
屋敷 5 反 6 畝 5 歩 4 反 8 畝 6 歩 減、7 畝 29 歩
見取場 なし 3 町 3 反 8 畝 14 歩 増、3 町 9 反 9 畝23 歩
計 7 町 9 反 2 畝 6 歩 15 町 9 反 2 畝 15 歩 増、8 町 　　9 歩
第 5-2-13 表　江戸中期以後明治初期までの笹川十八枚村
　　　　　　   保有地の変化（元禄 7 年「笹川十八枚村検地帳」・









































村名 田 畑 見取場
自村（笹川
十八枚村）
2 反 3 畝 10 歩 7 町 6 反 9 畝 27 歩 1 町 6 反 6 畝 20 歩
小立村 2 反 8 畝 17 歩 0 　　6 畝 27 歩
大立村 4 畝 18 歩 0 0
西三川村 1 町 2 反　　20 歩 1 反 1 畝 24 歩 5 反 9 畝 12 歩
倉谷村 9 反　　12 歩 3 畝 16 歩 8 反 　　15 歩
下黒山村 5 反 3 畝 26 歩 0 0
瀧平村 3 反 2 畝   3 歩 0 0
豊田村 6 反 6 畝   2 歩 0 0









































































































所は 10 ヵ所で、そのうち田に 2 反、畑に 1 町 5 反の







































































は、明治 8（1875）年までの間に概略、以下（第 5-2-15 表）
年　月　日 土地開発、・払下げ等の記載事項
明治元（1868）年 12 月 他村入会地面のうちに、笹川十八枚村で田畑の開発を希望する。
明治 2 年 1 月 郷内の新開場所希望地を絵図面を添え願い出る。桑畑も開作を望む。
明治 3 年 3 月 12 日 字ほそり御林の内、畑 5 反歩開作請書提出。




　字五社屋　　　〃　　1 反 5 畝歩〃
　字切ぬき　　　〃　　　　5 畝歩〃
　同所　　　　　〃　　　　2 畝歩〃　　　　〆 6 ヵ所
明治 4 年 3 月 15 日 西三川村字ほそり御林の内、新開畑 5 反歩ばかり新開の件、開発が遅れているとして、当年 6 月までに去年開発予定地を開発、当年 8 月までに本年分開発予定地を終了する。結果は追って報告する。
明治 5 年 3 月 明治 4 年 2 月に開発見分を願った土地について、元来砂金を穿り出した跡地で麁地であり、作業人数も多くかかったとして、地代銭 9 貫文で村受地に願う。
　字杉平　　　　田　　　　3 畝歩ばかり　〆田 5 畝歩ばかり
　字すがひ　　　〃　　　　2 畝歩　〃　　地代銭 1 貫 800 分
　字西平　　　　畑　　　　5 畝歩　〃
　字五社屋　　　〃　　1 反 5 畝歩　〃　　〆畑 2 反 7 畝歩ばかり
　字切ぬき　　　〃　　　　7 畝歩　〃　　地代銭 7 貫 200 文
明治 5 年 8 月 阿弥陀堂境内の下々畑 9 歩、地代銭 10 銭 5 厘（1 反に付 3 円 50 銭）で村に払下げ願う。
明治 5 年 8 月 13 日 西三川村字ほそり官林の内に畑 5 反歩の新開作業が終了した。
元来薄地であり、今・明両年の試作によって、地代金・年貢など定法により納付するとの願いを御出役人に伝え了承
を得る。御出役からは、「精々熟地相成候様、可致旨被仰渡」。
明治 6（1873）年 6 月 5 日 字ほそり官林、悪鳥のため「作実取付兼」返上す。










明治 7 年 10 月 19 日 　　字立残堤　1 ヵ所
　　字青池堤　1 ヵ所 
字立残堤 1 ヵ所・字青池堤 1 ヵ所を相当の地代金にて払下げを願う。
明治 8（1875）年 5 月 30 日 青池は大須村よりも開発願いが出され、双方示談により、大須村から 30 円請け取って大須村地面となる。
明治 8 年 10 月 23 日 字十八枚にある官舎敷地 1 反 29 歩を地代金 4 円 85 銭で払下げ願う。
表 5-2-15　明治初年、笹川十八枚村の新田開発、金山跡地払下げ取得過程



















































地 5 畝歩程を田として、字西平・同五社屋・同切ぬき 2





















また、明治 3（1870）年 3 月、西三川村字ほそり林の
開発請書が提出されたが、翌明治 4 年 3 月までには開
発が終了せず、作業予定の変更願いを出して作業を続行、
明治 5 年 8 月に畑として 5 反歩程の開発を終了した。






ただ、阿弥陀堂境内の下々畑 9 歩払下げ（明治 5 年 8
月）、立残堤 1 ヵ所の払下げ（明治 8 年 5 月）、官舎敷地












11 − 2）、明治 3（1870）年には 33 匹に増加しており、
飼育戸数は 30 戸に及んでいた（真野町史収集金子家文書
5）。文化 8（1811）年の村明細帳では（真野町史収集笹川









































　文政 3（1820）年 7,834 頭
　天保 8（1837）年 6,932 頭
　明治 6（1873）年 8,180 頭
　明治 10（1877）年 7,850 頭
　大正 7（1918）年 5,304 頭
であり、昭和 10（1935）年には 4,780 頭、各町村別で
は多いほうから高千村 547 頭・畑野村 445 頭・新穂村
410 頭・外海府村 366 頭・赤泊村 360 頭などで、笹川
十八枚が属す西三川村は 292 頭で島内 8 番目の飼育数




























例として水砂金 100 目取り揚げると 107 匁 2 分 3 厘 8 毛 7 弗（実際は厘以下切捨て 107 匁 2 分）で割った 93 匁 2 分 8 厘（毛
以下切捨て）が 「正砂金」で、この正砂金を 2 つに割り半分を「運上」砂金、もう半分を「御買上」砂金とする。さらに運上か
ら山之神社別当の三光院・諏訪社人・名主へ 3 匁 1 分を「給分」砂金として与えるが、この分は御買上砂金に込め代銭を受け
取るとある。また、「三之出目」「五ノ入目」などは 100 目に付き 3 匁、同じく 5 匁というように、その数字分の割合で余剰分
を見込んだものである。





寛文 5 年以降孫右衛門、作右衛門、享保 7 年に孫左衛門などの記録がある事を指摘している。金子勘三郎家が名主兼重世話煎







9 明治 3 年時の笹川十八枚村は、第 5-2-10 表にみられるごとく、4 反未満の土地所持者が 43 戸中の 6 割（27 戸）を占める一方、






















































同年 3 月には桑畑 3 反の見分願い、9 月には新田 1
反余、新畑 1 反 2 畝余の開発願いと、石交じりの田 2
反余を畑地へ換地する願いが出されている。その後、同
4 年には 4 反 1 畝の畑の見分願いが出された。空閑地
以外にも、同 5 年には阿弥陀堂境内、同 6 年には官林









には 1 万坪の溜池と 10 町歩の開田、同 16 〜 20 年に





























水田面積約 10ha の笹川土地改良区が昭和 27 年に発足
し、同年に県積雪寒冷単作地農地改良事業が行われた。
以後、昭和 35 年には県単農山漁村特別助成事業（溜池・

















ではわずか 2 反、他村にある耕作地を含めても 4 町 2

















明治 9 〜 17 年には、各村からの報告を基に『皇国地誌』
が編纂された。このうち西三川村の物産の記録をみると、
　民業































































































































































































をつくりたいという機運が高まり、平成 2 年 4 月に「西
三川ゴールドパーク」がオープンした。入館者は平成
2（1990）年度には 11 万人、平成 3 年度には 21 万人、





















































































































































































































































1- ②スカシ 1- ③押穿 1- ④高下

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一、八間／三間半 下々田廿八歩 孫助 
同所 
一、弐拾間／弐間 下々田壱畝拾歩 忠四郎 
【史料 2】	
十二番 
字うとうき笹川 御検地請 孫助 




字うとうげ笹川 御検地請 忠四郎 














































































































































































































































































名請人 字名 地目 反 畝 歩 備考
喜兵衛
石原 屋敷 2 3 　
石原 屋敷 1 0 　
石原 中畑 6 　
井戸端 中畑 13 　
大沢 山下々畑 15 　
左沢道通 下々田 10 　
左沢道ノ上 下畑 9 0 　
左沢道ノ上 下畑 14 　
左沢道上 下々畑 1 24 　
道上ひら 下々畑 1 0 　
わらか沢ひら 下々畑 9 0 　
十五はん瀧上 中畑 5 6 　
なへくら 下々畑 3 0 　
家ノ上 中畑 18 　
家ノ上 下畑 21 　
家ノ下 下畑 20 　
川上 下々畑 4 0 　
野田江ノ下 下々畑 24 　
河原平 下畑 2 3 　
勘六
井戸端 屋敷 1 10 　
峠 下々畑 1 15 　
峠堤下 中畑 1 7 6 内 20歩入
峠堤下 下々畑 1 1 0 　
外畑 中畑 12 　
甚四郎
峠平 屋敷 1 0
峠平 中畑 1 0 15
石原 中畑 1 18
ねこしり 下畑 1 0 23
ねこしり 下々畑 14

























































検地帳では 299 筆であったから、120 年間で 25 筆増
加していることになる。元禄検地帳と文化検地帳を対照


















　  田　  △




















































筆番 字名 地目 反 畝 歩 検地請主 当時持主
2 うとうげ 下畑 8 12 孫助 孫兵衛
3 うとうげ 下畑 2 伝九郎 市兵衛
4 うとうげ 下畑 1 5 9 長助 長助
5 うとうげ 下畑 2 27 長助 長助
5 うとうげ 下畑 1 5 作兵衛 嘉兵衛
7 うとうげ 下々田 1 24 作兵衛 嘉兵衛
9 うとうげ 下畑 5 3 利左衛門 利左衛門
54 山居 中畑 2 1 9 弥三右衛門 喜七郎
55 山居 下畑 9 15 作左衛門 助左衛門
77 滝下 下々田 1 15 庄右衛門 徳兵衛
115 日影 下々田 1 20 甚十郎 甚太郎
143 へび沢 下畑 4 12 孫次郎 孫次郎
144 へび沢 下畑 5 24 茂兵衛 茂兵衛
154 坂之下 下々田 2 4 市兵衛 助左衛門
155 坂之下 下々田 20 市兵衛 助左衛門
155 中平 下々田 1 10 五兵衛 五兵衛
179 峠 下畑 2 21 新左衛門 吉右衛門
184 峠 下畑 2 14 卯之助 伝四郎
198 楓が沢 下々田 1 3 12 覚助 三光院
200 かいでが沢 下田 8 24 覚助 三光院
205 切貫 下畑 1 3 27 源十郎 忠吉
247 宮之後 下畑 5 27 半兵衛 清三郎
251 ねこしり 下畑 2 27 孫左衛門 孫太夫
252 なべくら 下畑 3 5 孫左衛門 孫太夫











字石原家之後 御検地請 徳兵衛 






















































































































元禄 7年（1694） 享保 7年（1722） 宝暦 2年（1752）
中田 	 	 8 畝 14 歩 − −
下田 	 	 2 畝 24 歩 − 	 	 8 畝 24 歩
下々田 	 1 反 4畝	 2 歩 4畝 18歩（西三川飛地） 	 1 反	 3 畝 12歩
上畑 	 6 反 3畝 − −
中畑 1町	7 反	 	 29 歩 − 	 1 反	 1 畝	 9 歩
下畑 1町	6 反	 	 14 歩 − 1町		 3 畝 12 歩
下々畑 2町 2反 6畝 27歩 − −
山下々畑 	 2 反 1畝 21歩 − −
見取畑 − − 1町 6反 6畝 20歩















































































































293 番および 294 番の「青池」の下々田 10 歩と、村





















































































































































































































































































































第 6-2-9 図　平成 21 年の西三川川沿いの土地利用





































































































現在笹川集落に居住する世帯は 31 世帯を数え、4 つ
の班に分割されている。






2 班は笹川集落センター付近の 6 世帯と、峠坂山の中
腹の 2 世帯の計 8 世帯が該当する。江戸中期の絵図では、










3 班は旧西三川小学校笹川分校周辺の 7 世帯と、集

































































































































































年 11 月 28 日に総会を開いて選挙で決め、12 月 28 日















































　一、　壱銭五歩　小縄一連   山田牧太郎
（笹川区有文書）



















































　　　弐円四拾七銭九歩      総代立替

















・昭和 17（1942）年 4 月 15 日　祭
　　　　　　　　　本田吉次郎
















































































































1 月 30 日頃　カドマツ迎え
年取り（31 日）のくる前に自分の山へ鉈 1
丁を持って、マツ、サカキ、ユズリハを伐りに
行く。マツは生えてから 3 〜 5 年経った小松で、





　　28 〜 29 日  餅つき



















































6 月 5 日　端午の節句









9 月 9 日　セック祭り
小布勢神社の祭礼に天王さん（花高天狗）役
を出している。ムラ中の五人組から 1 人ずつ 4







































学校はここ（笹川）で 4 年までいて、あと 2 年大小の学
校、高等科になってから西三川の学校へ通った。
高等科 2 年頃の昭和 16 年からトウゲダイラの水田の









































部落の役職　区長 1 名、副区長 1 名、タチアイ（立
会）3 名を三役と呼ぶ。この役職名は現在も変わらない。
11 月 28 日に選挙によって区長と立会が選定され、12
月 28 日に新旧の役職のワタシ（渡し）が行われる。副
区長は前年の区長が務めることになっている。現在は選






























































































五人組　第 7-1-4 図に示したように、金山には 3 組、
笹川に 5 組の五人組が組織されている。五人組は単に
「組」とも呼ばれいてる。五人組の呼び名が示すとおり、
5 軒の家で組織されるものであるという。現在は 5 軒で
構成される五人組は 3 つのみで、4 軒の組が 3 つ、3 軒






組は 1 軒が離れた場所にあるが、もとは○印 2 軒の家
の近くに家があったという。□印を付した 5 軒の組も

















班　部落内には 4 つの班が組織されている（第 7-1-4






























































































によれば、昭和 35 年および 45 年の総世帯数は 37 戸、
総農家数は 35 戸である（第 7-1-1・7-1-2 表）。そのうち、








昭和 35 年時点では田地が 2,880a、畑地が 590a とな
っているから、水田耕作が優位の農業が行われている
といえる。昭和 45 年には田地 3,200a、畑地 810a と、
耕地面積が拡大している。
作物別に見ると、昭和 35 年は稲が 2,450a、麦類・
雑穀が 190a である。昭和 45 年には稲の収穫面積が




昭和 35 年の農家人口は男性が 105 名、女性が 104
名である。農業就業人口は男性が 57 名、女性が 70 名、
そのうち農業を主な仕事とする基幹的農業従事者は、男
性 54 名、女性 63 名であるから、統計上は男女いずれ
かの性別が農業を担うのではなく、男女共に農業に関わ




















戸数（戸） 耕地面積（a） 農家人口（人） 農業就業人口（人）
総数 農家 漁家 林家 田 畑 男 女 男 女
1960 年 37 35 − − 2880 590 105 104 57（54） 70（63）









1960 年 2450 190 70 100 240 100 − 0
1970 年 3020 100 30 330 300 60 0 1
注　1970 年世界農林業センサス農業集落カードより作成。




























田の草取りを行う。草取りは 3 回から 4 回ほど行った。
草取りが終わる頃にはタバコの収穫と乾燥の作業がひと
月ほど続く。笹川の盆は、迎え盆が新暦 8 月 13 日の晩、

























































苗代作り 種籾蒔き 田植え 草取り 稲刈り・ハザ掛け 乾燥 脱穀・籾摺り
乾燥 麦叩き 麦蒔き






































































ら 11 月いっぱいは葉の選別作業を行う。12 月の初め
になると専売公社に出荷する。











































































































































































































は毎年 4 月 15 日で、子供神輿と獅子舞が奉納される。










































































44 世帯中 1 軒を除きすべて医王寺檀家であり、金児と
関係の深い寺であったと想定されるが、昭和 52（1977）
年段階で医王寺檀家 16 世帯、神道（小布勢神社）18 世帯、
その他 1 世帯と大幅な変動がみられる。現在は 31 世帯
中、医王寺檀家と神道がほぼ半々となっている。























































⑤阿 弥 陀 堂
阿弥陀堂は、真野から小木方面へと走る国道 350 号








































































































明治 3（1870）年の戸籍によると、笹川には 44 軒の
家があり、名主の金子勘三郎家、修験三光院の金沢家、













がわかる。平成 15（2003）年時点では、「金子」が 8 軒、
「佐々木」「坂本」「田作」「玉沢」が 1 軒ずつ減り、「城家」
が 1 軒増え、32 軒の集落となっているが、このうちの




















金 　子佐々木山 　田山 　本嶋 　倉和 　泉金 　沢金 　田盛 　山館 　林水 　戸その他
計
明治 3 年 19 3 2 2 2 1 1 1 1 1 1 10 44



















































































に応じて 2 分、人口に応じて 5 分、背合村では地租高
に応じて 4 分、人口に応じて 6 分となっている。笹川
十八枚村では、明治 9 年の記録によると人口割で 4 月















































年には西三川村元笹川村組では 323 円 80 銭の寄附








21 人で、昭和 33 年の 35 人をピークに年々減少し続
け、昭和 38 年に 16 人、昭和 45 年には 7 人となり、
平成 21（2009）年時点で 3 年生男子 2 名・4 年生女
子 2 名、計 4 名の 3・4 年複式学級となっている。現




















平成 3 年には、宇曽丹小学校児童 2 名、教職員 1 名
が笹川分校を訪れ、翌 4 年には、笹川分校 3・4 年生
児童 5 名と教職員 2 名が宇曽丹小学校を訪問し、笹
川の砂金山とシイタケ栽培の報告会、浜頓別町内巡り、
バーベキュー、砂金掘り体験といった交流が行われた。









































































































































































 89  89 33
 78  78 34
 97  97 35
 78  78 36
 66  66 37
 89  89 38
 91  91 39
 94  94 40
 103  103 41
 134  134 42
 120  120 43
 123  123 44
 121  121 1
 121  121 2
 122  122 3
 123  123 4
 121  121 5
 136  136 6
 146  146 7
 156  156 8
 165  165 9
 152  152 10
 172  172 11
 172  172 12
 170  170 13
 186  186 14
 198  198 1
 182  182 2
 182  182 3
 180  180 4
 185  185 5
 194  194 6
 217  217 7
 220  220 8
 221  221 9
 221  221 10
 221  221 11
 232  232 12
 238  238 13
 231  231 14
 232  232 15
 230  230 16
 224  224 17
 224  224 18
 246  246 19
 232  232 20
 238  238 21
 205 21 184 22
 216 17 199 23
 227 21 206 24
 225  225 25
 215  215 26
 201  201 27
 202  202 28
 204  204 29
 206  206 30
 206  206 31
 240  240 32
 247 35 212 33
 232 32 200 34
 242 28 214 35
 220 21 199 36
 205 20 185 37
 166 16 150 38
 156 16 140 39
 143 13 130 40
 121 14 107 41
 109 11 98 42
 107 10 97 43
 105 11 94 44
 99 7 92 45
 97 9 88 46
 83 7 76 47
 77 6 71 48
 65 3 62 49
 67 6 61 50
 67 6 61 51
 58 8 50 52
 67 9 58 53
 72 7 65 54
 83 8 75 55
 90 7 83 56
 89 7 82 57
 91 7 84 58
 85 6 79 59
 83 7 76 60
 80 6 74 61
 64 4 60 62
 65 4 61 63
 64 5 59 1
 64 5 59 2
 56 8 48 3
 58 10 48 4
 61 8 53 5
 60 8 52 6
 60 8 52 7
 54 5 49 8
 52 4 48 9
 47 5 42 10
 44 4 40 11
 42 5 37 12
 34 6 28 13
 32 4 28 14
 35 5 30 15
 34 6 28 16
 36 6 30 17
 35 7 28 18
 37 8 29 19
 35 5 30 20





































120 年以上の長い歴史を持つ笹川分校も、平成 22 年
4 月をもって真野小学校に統合され、分校校舎の活用や
維持管理が今後の課題となっている。
2）地 域 活 動
地域活動としては、平成 22 年時点で 37 回を数える
分校・集落合同の笹川運動会や、敬老会、釣り大会など
があげられる。特に運動会は、旧笹川分校の校庭を会場
































文化的景観保存調査、翌 21 年 11 月に行われた住民代
表者による「四万十川流域の文化的景観」先進地視察な
どを通じて、地域の文化的景観保護への機運が少しずつ





































  1．両　津 137 104 75.9％ 16,866 人
  2．相　川 181 106 58.6％ 9,022 人
  3．佐和田 79 53 67.1％ 9,818 人
  4．金　井 49 35 71.4％ 7,129 人
  5．新　穂 21 13 61.9％ 4,463 人
  6．畑　野 20 15 75.0％ 5,272 人
  7．真　野 33 20 60.6％ 6,098 人
  8．小　木 47 37 78.7％ 3,783 人
  9．羽　茂 69 44 63.8％ 4,341 人
10．赤　泊 41 23 56.1％ 3,088 人
合計 677 450 66.5％ 69,880 人
第 7-3-1 表　意識調査アンケート配布・回収状況
回答者の性別については、男性 75％、女性 24％（無
回答 1％）と男性が多く、年齢は 10 代〜 20 代 1.8％、
30 代 4.0 ％、40 代 15.8 ％、50 代 27.8 ％、60 代























































































































































問 5　景観づくりで行政が行うことは（複数回答：N ＝ 1140）






























































地元への調査実施日は平成 23 年 1 月、集落の全世帯
（31 世帯）を対象とし、27 世帯から回答があった（回答
率 87.1％）。回答者の性別は男性 16 名、女性 5 名（無記
名 6 名）で、年齢は 30 代 1 名（3.7％）、40 代 2 名（7.4％）、
50 代 11 名（40.7％）、60 代 5 名（18.5％）、70 代 5 名
（18.5％）、80 代以上 1 名（3.7％）、無記名 2 名である。





成 22 年 5 月に実施した西三川砂金山遺跡現地見学会の
参加者 21 名を対象とし、このうち 19 名から回答を得
た（回答 90.4％）。性別は男性 12 名、女性 6 名（無回答








回答数 割合 回答数 割合
虎丸山などの砂金採掘跡 19 26.4％ 14 25.0％
水路跡・堤跡などの砂金山関連遺跡 12 16.7％ 9 16.1％
ガラ石を利用した石組や石垣など 6 8.3％ 9 16.1％
大山祗神社・阿弥陀堂などの宗教施設 13 18.1％ 5 8.9％
法名院塚・荒神山などの伝承地 4 5.5％ 4 7.1％
旧西三川小学校笹川分校 4 5.5％ 2 3.6％
能登瓦・板張りなどで統一された家屋 2 2.8％ 3 5.3％
山間部の水田景観 3 4.2％ 2 3.6％
畑・ハゼなどが見られる農村景観 2 2.8％ 1 1.8％
山に囲まれた自然豊かな景観 4 5.5％ 5 8.9％
清らかな川の流れ 3 4.2％ 1 1.8％
その他（金子勘三郎家） 1 1.8％
合　　　　計 72 100％ 56 100％















回答数 割合 回答数 割合
周囲の景観に配慮のない広告物・看板・
案内標識等がある 1 2.5％ 1 2.3％
周囲の景観との統一性を欠く高さ・色
彩・デザインの建物がある 1 2.5％ 2 4.7％
空き缶や吸殻等のゴミが目立ち、汚れて
いる 9 22.5％ 4 9.3％
手入れがされないまま放置された山林
や農地が目立つ 5 12.5％ 2 4.7％
電柱・ガードレール等の公共設置物が
周囲の景観と調和していない 1 2.5％ 1 2.3％
空き地に廃車・廃材・廃屋等が放置さ
れている 14 35.0％ 15 34.8％
道路・護岸・砂防ダムなどの公共施設
が周囲の景観とマッチしない 2 5.0％ 12 27.8％


















































































































































































































































































































































































































































































































































































主屋が 36 棟、納屋が 50 棟、土蔵が 18 棟、はぜ小屋

























て直交する竪屋が 35％（36 ／ 104 棟）で、棟が平行す























































































































































































列な納屋を持つ敷地が 15 戸、L 字に位置する納屋を持


























































































































































も多いのは建築年代が 1966 〜 1985 年の建造物で
37％（36 ／ 98 棟）となっている。次いで、建築年代が
1986 年以降（23 ／ 98 棟）、1946 〜 1965 年（22 ／ 98 棟）
が共に約 23％である。全体的に 1946 年以降、つまり
第 2 次世界大戦後に建てられた建造物が多くなってお

























主屋 7 29 36
付属屋
納屋 9 41 50
土蔵 14 4 18
小屋 7 30 37
その他 1 25 26
宗教建築 2 0 2
公共的建築 1 2 3

























断できたのは 27％（41 ／ 154 棟）であった（第 8-2-2 表）。
その内、主屋が 7 棟、納屋が 9 棟、土蔵が 14 棟、小屋
























階数としては、1 階建てが 43％（3 ／ 7 棟）、2 階建
ては 57%（4 ／ 7 棟）と 2 階建てがやや多くなっている（第
8-2-6 図）。ここで、屋根形状・屋根仕上げと対応させて
見ていくと、1 階建ては 3 棟すべてが寄棟屋根で茅葺き
もしくは元茅葺きで、現状としてはトタンで覆われてい






くと、黒色系、着色なし、その他が各 1 棟、茶色系が 2
棟となっている（第 8-2-9・10 図）。
③納　　　屋
階数としては、1 階建てが 44％（4 ／ 9 棟）、2 階建
ては 56%（5 ／ 9 棟）と 2 階建てがやや多くなっている（第
8-2-6 図）。ここでも主屋と同様に屋根形状・屋根仕上げ
と対応させて見ていくと、1 階建ての 4 棟中 2 棟は切
妻屋根で能登瓦葺きとトタン葺きであるが、ヒアリング
により 2 棟とも茅葺きから葺き替えたものであること
が明らかとなった。1 階建ての 4 棟中もう一方の 2 棟は、
金子勘三郎家の納屋であり、寄棟屋根の茅葺きである。
また、2 階建ての 5 棟については、すべて切妻屋根で瓦




































の 1 棟を除く 8 棟について見ていくと、着色なしが 5
棟で黒色系が 3 棟見られた（第 8-2-9・10 図）。
④土　　　蔵
階数としては、1 階建ては 7％（1 ／ 14 棟）、2 階建






も多く 8 棟となっており、他に土壁が 3 棟、石積みと
板張りの組み合わせが 2 棟見られた。土壁の 3 棟を除
く 11 棟について色彩を見ていくと、黒色系が 6 棟と最
も多く、次いで茶色系の 3 棟、着色なしの 2 棟となっ
ている（第 8-2-9・10 図）。

















形態としてまず階数では、2 階建てが 63％（46 ／ 72
棟）、歴史的建造物には見られない一部 2 階建てが 21％
（15 ／ 72 棟）見られすべて主屋である。歴史的建造物

























































































凡例 主屋 納屋 土蔵
凡例 主屋 納屋 土蔵
凡例 主屋 納屋 土蔵
凡例 主屋 納屋 土蔵
凡例 主屋 納屋 土蔵
凡例 主屋 納屋 土蔵
凡例 主屋 納屋 土蔵
凡例 主屋 納屋 土蔵
凡例 主屋 納屋 土蔵

































































































A　調 査 対 象
本調査において間取り調査を行った建造物は、建築
年代がヒアリングより明らかとなった主屋のうち、戦
前・戦後（昭和 20 年代・昭和 30 〜 40 年代）に建てられ
たものを 1 棟ずつ計 3 棟抽出した。抽出した建造物は、
建築年代が 1930 年である和泉邸（第 8-1-2 図の敷地番
号 38、第 8-2-17 図）、1951 年である臼杵邸（第 8-1-2 図
の敷地番号 34、第 8-2-19 図）、1958 年である金澤邸（第







を“佐渡型”として以下の 4 種に分けている（第 3-2-16 図）。
・佐渡Ⅰ型： 座敷部分が 3 室からなり、表側に小部屋 2
室、奥に 1 室を配するものである。



































た。ヒアリングによれば高さが 80cm 程度、奥行き 3







































































































































































































1）阿 弥 陀 堂
A　調査対象の概要












































共に規模は約 18 尺（約 5.4m）でほぼ正方形の平面形
状である。阿弥陀堂の西側前面には桁行 7 尺 5 寸（約
2.3m）、梁間 6 尺 1 寸（約 1.8m）、片流屋根、金属板葺
の集落用葬具置場が併設されている。




































































































































































































































現況の祭壇の高さは中央間が 3 尺 4 分（約 90cm）、








































祭壇中央間の来迎柱には、床面から 1 尺 9 寸 8 分の
位置に埋木の痕跡があり、また、背面の柱にも同高さに
貫穴痕跡がある。これらの痕跡から、当初の框高さは現












































羽黒山斎館（元禄 10［1697］年山形］） 清水寺救世殿（享保 15［1730］年佐渡市）











































































































































































































































































































阿弥陀堂は、当初の四間 三間で 2 室構成、四間 三間




























































































































・主屋− 桁行 8 間（14,595mm）、梁間 4.5 間（10,387mm）、
木造、平屋建、平入、寄棟造、茅葺
・納屋− 桁行 6.5 間（12,170mm）、梁間 2.5 間（4,920mm）、
木造、平屋建、平入、寄棟造、茅葺
・牛納屋− 桁行 6 間（10,605mm）、梁間 2.5 間（4,545mm）、
木造、平屋建、平入、寄棟造、茅葺
・土蔵− 桁行 3 間（5,400mm）、梁間 2.5 間（4,500mm）
木造、重層建、平入、切妻造、桟瓦葺









































































































































































































































































































































1,360 〜 1,670mm で、基準木割は無いよ
うである。東面は 4 尺の均等割りで柱が立
ち、西面は 5.4 尺間隔で柱が立つ。元径約
1.4 尺の梁が 3 本架かり、その上に 5.4 尺間
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北面は 3 尺及び 4 尺間隔に柱が立ち、東・
西面は 3 尺の等間に柱が立つ。正面の南面
は開口部に合わせて、柱間は 2.5 尺、3.5 尺、
4 尺、5 尺の割りである。梁は「五」通り「七」
通りに 2 本架けられ、中引梁が 5 尺間隔に








































































































































・軸　部−柱は全て 4 寸程度の角柱を用い、柱間は 4 尺
で、貫で固めている。柱頭に 4 寸× 6 寸の



























































































































































































































時代 江戸時代 明治時代 大正時代 昭和時代
伝承
考察
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と、元禄 7（1694）年では軒数 45軒・田地 2反・畑地



























































































































































































































































































































































































































































































































1601（慶長 6） 「今年被召出候役人」として、上杉景勝家臣にして越後春日山より来り、文禄 2 年西三川
砂金山支配となっていた岡村善兵衛の名がある。『風土記』・『年代記』
1603（慶長 8） 同年より慶長 18 年までの役人の中に、羽茂より西三川までの支配として鏡彦左衛門と原
土佐（のち宗勇）の名がある。『風土記』





（慶長 11 〜 14） 大久保長安の支配の下、佐渡の陣屋の手代が西三川砂金山で稼行する。「川上家文書」
1608（慶長 13） 2.23 〜 25 大久保長安 2 度目の佐渡入国の際、大須銀山と西三川砂金山を視察する。「伊勢屋九郎兵
衛文書」（田中圭一「関西大学『伊勢屋九郎兵衛文書』にみる慶長期の佐渡金銀山」所収）
1613（慶長 18） この年の砂金運上高 13 枚 7 両 2 分（但砂金 1 枚は 48 匁、運上高を金に直すと 137 両 2 分）。
『年代記』
1614（慶長 19） この年の砂金運上高 59 枚 8 両 2 分（金に直し 598 両 2 朱）。『年代記』
1615（元和元） 西三川砂金山の堰場に新堰を設け、水の掛りを良くした。西三川の運子間歩の出方がよく
なり、山師たちが 1 ヵ月に砂金 400 匁ずつで請け負う。『風土記』（『略記』は慶長 18 年、
『年代記』は元和 2 年の項に載せてある）
この年の砂金運上高 85 枚 6 両（金に直し 856 両）。『年代記』
1616（元和 2） この年の砂金運上高 45 枚 5 両 3 匁 1 分。『略記』（元和 9 年の項）












1618（元和 4） この年の砂金運上高 2 貫 421 匁 9 分 5 厘、内西三川砂金山分 2 貫 332 匁 6 分 5 厘。『略
記』（元和 9 年の項）
1619（元和 5） 西三川砂金山、請山となる（請負額砂金 13 枚 7 両 2 分）。『風土記』
この年の砂金運上高 1 貫 6 匁 8 分（内西三川砂金山分 966 匁 9 分）。『略記』（寛永 8 年の項）
1620（元和 6） この年の砂金運上高 2 貫 130 匁 6 分（内西三川砂金山分 2 貫 114 匁 2 分）。『略記』（寛
永 8 年の項）
1621（元和 7） 西三川砂金山より出る砂金を 120 枚で請負いとする。『年代記』・『略記』
この年の砂金運上高 4 貫 831 匁 2 分（すべて西三川砂金山分）。『略記』（寛永 8 年の項）
1622（元和 8） 西三川砂金山の請山を山田吉左衛門・渡辺弥左衛門・越中清兵衛が砂金 97 枚 22 匁 4 分
で請け負う。『風土記』
この年の砂金運上高 4 貫 290 匁 4 分（すべて西三川砂金山分）。『略記』（寛永 8 年の項）
1623（元和 9） 西三川砂金山請山、10 月 1 日より翌年 9 月まで 1 ヵ年砂金 65 枚で片山勘兵衛・水津次
右衛門に仰せ付ける。『風土記』・『略記』
この年の砂金運上高 2 貫 915 匁（すべて西三川砂金山分）。『風土記』・『略記』（寛永 8 年項）
1631（寛永 8） 3 月 西三川砂金山で山崩れがあり、塗笠をかぶって山岸を歩いていた近辺の女が死亡する。『略
記』
1635 〜 1653
（寛永 12 〜承応 2）
西三川砂金山支配役人辻藤左衛門が砂金山の水利計画に工夫をこらし、砂金採取に大いに
効果があった。『鼠草紙』
1636（寛永 13） この年の砂金運上高 579 匁 2 分。『風土記』
1637（寛永 14） この年の砂金運上高 674 匁 1 分。『風土記』
1638（寛永 15） この年の砂金運上高 714 匁。『風土記』
これまで、西三川砂金山産出の砂金の内、運上分は江戸へ納め、買上分は佐渡において小
判に吹き立てていたが、今年より運上分も佐渡で小判にする。『風土記』・『年代記』
1644（正保元） これまで、西三川砂金山の山役銀として大須・小立・大立・倉谷・田切須・西三川の 6 ヵ
村より銀 171 匁 5 分を納めていたが、金山退転につき、山師共の願いによってこの年よ
り山役銀半分御免となる。『略記』
1648（慶安元） 昨年 6 月の相川の大火で奉行所・後藤座役所などが焼け、正保 3・4 年分の運上砂金 5 貫
411 匁 2 分 7 厘の内 121 匁 2 分 7 厘が焼ける。『風土記』・『年代記』・『略記』
1650（慶安 3） 蓮華峰寺寺領西三川 3 ヵ寺の境内と百姓 5 人の屋敷内に砂金があり、金児共が掘ること
を願い出たが、百姓の迷惑ということで不許可となる。『風土記』・『年代記』・『略記』
1652（承応元） 山主片山勘兵衛・味方治助が願い出て、西三川砂金山を自分稼ぎとする。『年代記』・『略記』
1657（明暦 3） 長畝村の川上五郎右衛門が、西三川の砂金を 4 貫 356 匁余で請け負う。「新穂青木 川上
文書」
8.2 小比叡山蓮華峰寺の寺家法積坊小者三太郎が、蓮華峰寺境内の観音堂の下より金・銀・砂
金（1 匁 7 分）を掘り出す。『風土記』・『年代記』・『略記』
8 月 西三川村小布勢神社社領が砂金の流し場になる。「寺社帳」
1665（寛文 5） 笹川十八枚村の治兵衛が、西三川砂金山の両谷山師町人の中使久左衛門宛の元和 9 年 4
月 3 日以来の西浜 6 ヵ村に対する鉈役入会手形の預かり証文を金山役所に差し出した。「笹
川 金子勘三郎家文書」
1669（寛文 9） 4.12 西三川村庄左衛門は、安楽寺・下ノ坊持分の「篠渕平」は自分たちが新田に開いて検地を
受け、年貢も納めているから、自分たちのものにしてほしいと蓮華峰寺へ願い出た。「安
楽寺文書」




1676（延宝 4） 7 月 西三川砂金山の山主片山勘兵衛が返納米を遅滞したので、和田与右衛門を山主とする。『年
代記』・『略記』
1678（延宝 6） 7.18 西三川村の百姓作左衛門外 4 人が、西三川砂金山左沢山主の和田三郎兵衛より古江を印
銀 1 貫匁で買い受け、新田 5,000 苅（3,000 苅とも）を開く。「西三川 高柳家文書」
1679（延宝 7） 7.21 曽根奉行が西三川砂金山の用水路を見分する。『年代記』・『略記』







1692（元禄 5） 同年 12 月付の和田高連（十郎左衛門）より奉行宛の書状があり、この頃もなお和田氏が
山主として西三川砂金山の大半を自分稼ぎしていたことがわかる。『略記』
1693（元禄 6） この年、西三川村クルミ平の薬師堂建立という。「真野町教育委員会所蔵文書」
この年の笹川十八枚村村高 33 石 9 斗 2 合、西三川村村高 289 石 9 斗 1 升 1 合。『名勝志』
1696（元禄 9） 11.9 大須・笹川・大立・倉谷・田切須の 5 ヵ村は、これまで渋手村御蔵に納めていた米を、
小立村内に建てられた御蔵に納めることになる。「小立・田切須各区有文書」
1700（元禄 13） 4 月 西三川村長作・忠兵衛・勘右衛門・伊左衛門・三十郎は、「との田」・「清水平」・「浜田」
に 5 畝 11 歩（9 筆）の田を開き、検地を受ける。「西三川区有文書」
1711（正徳元） 4 月 笹川十八枚村甚十郎・五兵衛・庄右衛門は、「ひかげ」・「中原」・「滝ノ下」に 4 畝 15 歩（3
筆）の田を開き、検地を受ける。「笹川区有文書」
1713（正徳 3） 3.4 西三川村安楽寺が蓮華峰寺の末寺となる。「寺社帳」
1716（享保元） 6 月 笹川十八枚村孫左衛門は、中柄山痛所の修理用の道具（ツルハシ・釣子・釘など）の打直
しを願い出る。「笹川 山田家文書」
この年、昨年（正徳 4 年）6 月におきた西三川村御朱印地秣場についての西三川 3 ヵ寺・
寺家 5 人と田切須村百姓の争いは、大須・倉谷両村名主の仲介により、田切須村敗訴で
決着する。「安楽寺文書」・「田切須区有文書」・「西三川村誌稿本」
1718（享保 3） 7.4 北条奉行が西三川砂金山を見分する。『略記』・『名勝志』
1722（享保 7） 5.8 西三川砂金山の請負額について、享保 5 年に 1 割増が仰せ付けられたが、金児共が難義
の旨を願い出て 5 歩増となる。『名勝志』
西三川砂金山の山役銀納分として、大須・小立・大立・倉谷・田切須・西三川の 6 ヵ村
分合計 46 匁 2 厘を例年のとおり笹川十八枚より納めるようにと、奉行所より笹川十八枚
村名主に通達があった。「笹川 金子勘三郎家文書」
10 月 笹川十八枚村助十郎は「坂ノ下」に、作兵衛は「うとうげ」に、合わせて 4 畝 18 歩の田
を開き、検地を受ける。「笹川区有文書」
1724（享保 9） 3 月 金銀山の請山について、小浜・山岡両奉行より幕府老中への返答書の中に、西三川砂金山
や新穂銀山など在郷の金銀山は、慶長年中以来請山として稼がれていたことが記されてい
る。『風土記』・『年代記』・『略記』（享保 8 年の項）
閏 4 月 笹川十八枚村甚二郎が、濁酒屋商売の許可を願い出る。「笹川 山田家文書」
1727（享保 12） 西三川村の百姓が、安楽寺・医王寺門前百姓が作っているたばこ 4,000 本分の役（税）
が村方の 2 万 1,000 本分に合わせて課税されてきたので、以前のとおり、村方分と門前
百姓分を分けてほしいと奉行所に願い出た。「西三川 臼杵家文書」
1728（享保 13） 4.18 笹川十八枚村は、大須から西三川までの 6 ヵ村の入会山に牛馬をつないだことにより 6 ヵ
村と争論になり、双方示談のうえ、牛馬 3 匹の野つなぎ場を定める。「小立区有文書」




1738（元文 3） 2 月 西三川村庄助持ちの外畑に、間人百姓 1 軒建てたいので了解してほしいと村中連判で役
所に申し出る。「西三川 高柳家文書」
1739（元文 4） 10 月 相川二町目権右衛門の手代半七が、同僚の徳十郎を西三川の上にてくくり殺し、銀を奪い
取って招し捕らえられ入牢（翌年 2 月打首）。『風土記』
1745（延享 2） 7.4 金銀山見分のため江戸より役人 3 人が来島、相川銀銀山・西三川砂金山のほか郷村の田






5.6 西三川金山役西牧三郎左衛門が 3 人扶持を与えられ、当分定役を仰せ付けられる。『略記』
11 月 西三川砂金山の中柄山古水戸の内取明人足賃として、来年（延享 4 年）より 3 ヵ年の年





3 月 西三川村伊左衛門は、69 年前に字「落し」の田地 1 ヵ所とこやし場を草山へ入会で買い取っ
たが、このたび武左衛門に田地を売ったので、こやし場は返し、草山へ入会わないと伝え
た。「西三川 高柳家文書」
7 月 西三川村砂金山採掘のため、相川大間町仁兵衛ら 3 人が印銀 27 貫目の拝借（10 年賊）
を奉行所に願い出て許可され、8 月から砂金を取り揚げる。『風土記』
8 月 西三川砂金山採掘のため、笹川十八枚村半兵衛・覚助の 2 人が印銀 15 貫目の拝借（10 年賊）
を、同じく同村忠兵衛・長吉の 2 人が印銀 6 貫目の拝借（10 年賊）をそれぞれ奉行所に
願い出て許可される。『風土記』
9 月 相川一町目彦兵衛ら 3 人が、西三川砂金山の内赤池より五挺樋までの場所での砂金採掘
のため奉行所に印銀 15 貫目の拝借（10 年賊）を願い出て許可される。『風土記』
10 月 下川茂村七兵衛・甚十郎の 2 人が、西三川五社屋山と大須川での砂金流しのため印銀 18
貫目の拝借（10 年賊）を、滝平村三郎兵衛・後山村惣兵衛の 2 人が、西三川杉平山での
砂金流しのため印銀 8 貫目の拝借（10 年賊）を、大須村長左衛門・相川羽田町茂七郎の
2 人が、田切須村両開での砂金流しのため印銀 7 貫目の拝借（10 年賊）をそれぞれ奉行
所に願い出て許可される。『風土記』
1748（寛延元） 6 月 滝平村三郎兵衛が昨年より稼いでいた西三川砂金山の杉平山が痛み、砂金採掘ができなく
なったので、割留沢屋敷を沢付山にしてくれるよう願い出て許される。『風土記』





1752（宝暦 2） 7 月 笹川十八枚村が、「かひでヶ平」・「きりぬき」・「宮ノ後」・「ねこ尾」・「なべひら」・「とうげ」・





町 3 反 9 畝 27 歩（77 筆）の畑を開き検地を受ける。「西三川区有文書」
1753（宝暦 3） 8 月 佐渡に代官制がしかれ、代官藤沼源左衛門・横尾六右衛門が赴任、西三川金山役庭谷又右
衛門・海老名九右衛門（善九郎）が奉行所へ召し出され、今後西三川砂金山は藤沼代官の
支配所となることが仰せ出される。『年代記』・『略記』
1754（宝暦 4） 7 月 藤沼代官が西三川を訪れ、御支配所村々の痛み田地を見分して翌日相川へ帰る。『略記』











9 月 石谷奉行が西三川砂金山を見回り、出水で痛んだ水掛り江道 2 ヵ所の水溜堤を広げて浚
えなどの処置を取計らう（この後、砂金の採取量が増加する）。『年代記』・『略記』
1760（宝暦 10） 12.1 広間役今井新次郎、御目付役内田郡右衛門、町同心中川久右衛門、外吹買石の内相川坂下
町市兵衛が浜川流しの者を召連れて西三川へ行き、同月 28 日に相川へ帰る。『略記』
1761（宝暦 11） 1.16 西三川村小布勢神社焼失する（同年 10 月再建）。『佐渡神社誌』・『西三川村誌』










3 月 西三川村長作が、「横浜」に下々畑 5 畝 6 歩を開き、検地を受ける。「西三川区有文書」
8 月 御役替えがあり、野上利兵衛が西三川金山役となる。『略記』
1765（明和 2） 3.23 天野奉行が羽黒山へ参詣ののち西三川砂金山を見回り、同月 25 日相川へ帰る。『年代記』・
『略記』
1766（明和 3） 9 月 西三川村がこの年の年貢米33石5斗を金納にしてほしいと願い出る。「西三川高柳家文書」
10.1 御役替えがあり、井戸多兵衛が西三川金山役となる。『略記』
1767（明和 4） この年、西三川砂金山の稼ぎ所の内、中柄山 23 間余と中平山 17 間が山崩れにあい、修
復の普請を行う。『年代記』
1768（明和 5） 12.15 西三川金山役斉藤宇右衛門の忰大治郎が奉行にお目見えをする。『略記』
1769（明和 6） 1.26 夜、西三川砂金山で山崩れがあり、稼ぎを止める（2 月 1 日に広間役笹川運四郎が見分の
ため出張、2 月 15 日にはこの山崩れの修復普請のため御目付役丸田金左衛門が出張する）。
『年代記』・『略記』
1 月 西三川砂金山の御用廻状・御伝馬人足などを大須村で引継ぎしていたが、雪の多い 10 月
から翌年 3 月までは小立村で、4 月から 9 月までは大須村で引継ぐようにしてほしいと
奉行所に願い出る。「西大須区有文書」
1769（明和 6） 7.13 西三川金山役斉藤宇右衛門（43 才）が病死、7 月 24 日、蒲原平六が西三川金山役になる。
『略記』
1770（明和 7） 2.28 御役替えがあり、井戸多兵衛に代り松田全右衛門が西三川金山役となる。『略記』
3 月 笹川十八枚村山之神別当三光院が、年貢・諸掛り物・夫人足などを務められないとのこと
で小立村と争論になり、御吟味のうえ和解する。「小立区有文書」
1772（安永元） 6 月 長山百助奉行巡村の際、笹川十八枚村に宿泊する。「御奉行御廻村覚帳」（岩木文庫）
1773（安永 2） 11.14 西三川村と小立村は、沢崎・深浦・宿根木・小木の各所からの廻状を笹川十八枚村へ持ち
送ることで争論となり、1 年の内半年は西三川、半年は小立村が担当することで和解する。
「小立区有文書」
1775（安永 4） 2.22 拓植奉行が、組頭井坂又兵衛に西三川砂金山を見回らせる（翌日帰府）。『年代記』・『略記』
7.17 役人須田両右衛門が西三川へ出張、8 月 2 日相川へ帰る。『略記』
1776（安永 5） 6.9 依田奉行巡村、御用人・御給人・広間役・地方頭取・御目付役・使役など同行、西三川に
2 泊する。『略記』
7.21 西三川金山役忰・山師のほか山方役などの役人が柿野浦・莚場両所へ砂金流しの見分に出





1777（安永 6） 3.24 相川町町年寄伊藤三右衛門が依田奉行に召し出され、古来よりの佐渡の出来事等をお話し
する。西三川砂金山についても話し、他の書籍と共に「西三川砂金山由緒書」1 冊を奉行
にお貸しする。『略記』





1781（天明元） 5 月 笹川十八枚村百姓が、小立村赤池近くに牛をつなぎ、秣場を荒らし咎められ、牛はすぐに
引き取り、今後はそのようなことはしないと、小立村に申し出た。「小立区有文書」
1782（天明 2） 5 月 戸田主膳奉行巡村の際、笹川十八枚村に宿泊する。「御奉行御廻村覚帳」（岩木文庫）
1783（天明 3） 7.19 御役替えがあり、西三川金山役中山専助が御米蔵役に、浦川浦目付役丸田弥一兵衛が西三
川金山役となる。『略記』












1787（天明 7） 4 月 笹川十八枚村の者が、小立村地先に牛をつないだのを見付けられ、罰金 5 貫文を支払う。「小
立区有文書」
9.22 御役替えがあり、森庄兵衛が西三川金山役になる。『略記』
1788（天明 8） 西三川砂金山は近年衰えていたが、字「勝場口」という所を取り明けたところ、1 ヵ年砂
金 1 貫 3 〜 400 匁の出方になる。『年代記』
1789（寛政元） 1.24 御役替えがあり、牧野甚四郎が西三川金山役になる。『略記』
1790（寛政 2） 1.19 御役替えがあり、森庄兵衛が西三川金山並役から同所定役格となる。『略記』
8.3 御役替えがあり、竹本市右衛門が西三川定役格になる。『略記』








1794（寛政 6） 7 月 西三川村小三郎の五人組の者が、向田の田地用水は今まで夜水を落としていたが、この度
の日照りのため、医王寺百姓から、余り水もかけてはならないと言われ、小比叡村蓮華峰
寺へ訴え出る。「安楽寺文書」
10.12 大林奉行が西三川砂金山を見回り、同 14 日相川へ帰る。『年代記』・『略記』
1795（寛政 7） 7.21 御役替えがあり、鈴木弥七が西三川金山定役になる。『略記』
1797（寛政 9） 4.3 夜、西三川砂金山の鵜峠山という所で山崩れがあり、稼ぎ所の中柄山の勝場口へ土砂が落
ち込み、取明けの普請が始まる。『年代記』




（寛政期） 砂金運上高 1 貫匁程度。「笹川 金子勘三郎家文書」
1802（享和 2） 11.15 大地震があり、小木など各地で被害があったほか、西三川砂金山でも稼ぎ所 2 ヵ所で山
崩、溜井 3 ヵ所で破損、江道筋所々欠崩、切り抜いた江道 2 ヵ所潰込などの被害があった。
「一八〇二年佐渡小木地震と資料」（矢田俊文『災害と資料』第 3 号　「佐州地震一件」に所収）
1803（享和 3） 2.13 昨年 11 月の大地震で被害を受けた西三川砂金山の破損場所の御普請が始まる。『年代記』
1805（文化 2） 3.15 西三川村小布勢神社で舞囃が催される。「西三川 高柳家文書」（『西三川村誌』所収）
1806（文化 3） 8.23 組頭阿久沢弥平次が西三川砂金山へ出張、同 26 日相川へ帰る。『年代記』
1808（文化 5） 従来からあった16ヵ所の浦目付所のほか、新規に西三川など10ヵ所に浦目付所を置く（西
三川浦目付所は役人 1 人勤務）。『年代記』
1809（文化 6） 2 月 大須より小木までの 9 ヵ村は、西三川・高崎両村から伝馬人足を 1 人も出せないと言わ
れて争論となったが、1 月から 6 月までは伝馬 1 匹に付き助人足 2 人ずつ、7 月から 12
月までは 1 人ずつ、西三川・高崎両村から出すことになる。「小立・田切須・椿尾各区有
文書」


















かかり、3 月までに工事の 4 割が終了する。『年代記』
1816（文化 13） 6.22 水野奉行が西三川砂金山と田切須村牛之助間歩を見分する（相川羽田浜より小早船で出発、
翌 23 日に帰る）。『年代記』・『略記』
1819（文政 2） 7.2 水野奉行が西三川砂金山を見回る（羽田浜より小早船で出発、西三川に泊り、同 4 日相
川へ帰る）。『年代記』・『略記』






1822（文政 5） 9.27 泉本奉行が西三川砂金山を見回る（同日新町泊り、国仲方面を回って同 29 日相川へ帰る）。
『年代記』・『略記』
1823（文政 6） 6 月 笹川十八枚村百姓が、大立村河原通りの秣場へ牛をつなぎ入れ、草苅り　・焼蒔き・くわ
入れなどをしたため争いとなる。「大立区有文書」
この年、西三川砂金山の内、虎丸山の取明け普請を行う。『年代記』
1824（文政 7） 10 月 笹川十八枚村は、油絞り役の 10 年季請負い期間が満了するため、新たに 10 年季に請け
負いたいと奉行所に願い出る。「笹川 山田孫太夫家文書」
1825（文政 8） この年、江戸の御膳番からの申し付けにより、西三川砂金山と相川金銀山中尾間歩より紫
石英上品 410 目・中品 190 目を上納する。『年代記』
1828（文政 11） 1.28 昨年冬に西三川砂金山で山崩れがあり、その修復普請が許可される。『年代記』
1829（文政 12） 西三川砂金山が衰徴したため、771 貫 817 文の御入用を以て、稼ぎ所の取明けと真野江
通用水路の普請を行う。『年代記』
西三川の砂金の買上げ代について、近年諸色高値となり稼ぎ方難儀のため、当分の間、砂
金 1 匁に付き 200 文の増銭をし、砂金取揚げを奨励する。『年代記』
1830（天保元） 西三川の砂金稼ぎが年来不景気なため、一村救済のため取揚げ砂金 1 匁に付き 200 文ず
つの増銭をしていたが、さらに 200 文ずつ増銭をする。『年代記』
1831（天保 2） 2.15 笹川十八枚村石工伝五郎の女房りんが、西三川と高崎の境川で大水に押し流され、娘 1
人を背負ったまま溺死する。『年代記』
1837（天保 8） 8 月 笹川十八枚村三左衛門は、御用炭返上納について質され、銭 35 貫文を 3 つに分け、相川
弥三兵衛・親類・五人組で 11 貫 666 文ずつ上納すると名主所に申し出る。「笹川 山田孫
太郎家文書」
1843（天保 14） 2.27 西三川村安楽寺百姓は、通称「重兵衛垣の内道」の通行について、木材は 11 月から正月
まで牛馬で引くこと、秣は徒歩で運ぶことを申し合わせる。「安楽寺文書」
1830 〜 1843
（天保期） この時期の砂金運上高、100 匁程度。「笹川 金子勘三郎家文書」
1841（天保 12） 3.17 〜 18 佐渡奉行川路聖謨が 3 月 9 日に相川を出立して巡村し、同 17 日西三川村に止宿、翌 18
日笹川十八枚村の砂金山を視察する（同 22 日相川へ帰着）。『島根のすさみ』
1846（弘化 3） 8.1 西三川村大木戸で祝儀相撲の興行がある。「西三川 高柳家文書」
この年、近年異国船渡来につき、在来 16 ヵ所の浦目付所を 10 ヵ所増やして 26 ヵ所にし、














1850（嘉永 3） 9.25 西三川砂金山は近年不景気が続いているので、昨年稼ぎ所の立残山・峠坂山などの取明け
普請をしたところ、昨年 1 ヵ年分の砂金取揚高が 305 匁、小判に見積ると 120 両余にな
り、入用 43 両余を差引いても 77 両余の利益となったので、引続き稼ぎ所の土砂取除き
や水路などの補強工事をすることになる。『年代記』
10.10 西三川砂金山金児共が、昨年の普請により砂金 500 目の上納を申し出る。また、同月 15
日には、江戸へ献上する分の砂金 700 目は来年 3 月までに取り揚げると届け出る。「笹川 
金子勘三郎家文書」
1851（嘉永 4） 3 月 西三川砂金山は、昨年の取明け普請により 500 目程砂金がとれるようになったので、
200 目は定例通り焼金にし、300 目は正砂金で上納したいと願い出る。『年代記』
1852（嘉永 5） 11 月 西三川村重右衛門は、同村医王寺に青銅 25 貫文を寄附する。「西三川 佐藤家文書」










2 月 上記 3 名の者は、松前藩箱館への砂金稼ぎが決定したので、当年 3 月より来年 2 月まで
の暇を願い出る。「笹川 金子勘三郎家文書」
1860（万延元） 8 月 西三川砂金山稼ぎ所の峠坂山が旧冬に急破し、上納方も稼ぎ方も続けられなくて困ってい
るので、虎丸山稼ぎ所の取明け普請をしてほしいと金山役所に願い出る。「笹川 金子勘三
郎家文書」













1864（元治元） 11 月 笹川十八枚村は、助合穀が古くなったので新穀にしたいと願い出て許可されたが、今年は
作柄が悪く調達できないので、来年の取入れまで延期してほしいと願い出る。「笹川 金子
勘三郎家文書」
この頃の砂金運上高 40 匁程度。「笹川 金子勘三郎家文書」
1865（慶応元） 3 月 笹川十八枚村は、元来、百姓業のほか砂金山によって生活してきたが、近年砂金山が衰え
たため手当て米が少なく、また、作柄も悪く食用の品もなくなったので、夫食のため助合




1866（慶応 2） 2.29 笹川十八枚村孫次郎は、万延元年より 3 年切で箱館御役所へ砂金稼ぎに出たが、年季中
に帰国できず、今年 2 月まで延期してもらったが、昨年春より病気になり帰国できない
ので、箱館に留まることになる。「笹川 金子勘三郎家文書」





5 月 西三川砂金山峠坂山用水の間切普請を銭 80 貫文で行う。「笹川 金子勘三郎家文書」
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1870（明治 3） 2 月 西三川村「杉平」・「すがひ」・「西平」に田 1 反歩、「五社屋」・「切ぬき」に畑 2 反 2 畝歩
余の開墾を願い出る。「笹川 金子勘三郎家文書」
3 月 西三川村「ホソリ」官林の内に畑 5 反歩の開墾が許可される。「笹川 金子勘三郎家文書」
8 月 各港の収税所を改所、浦目付所を取締所と改める。『年代記』・「笹川 金子勘三郎家文書」
（参考） この年、戸籍を取調べて差し出すよう命ずる。『年代記』
1871（明治 4） 2 月 笹川十八枚村が、山役銀を昔のとおり直納にしてほしいと佐渡県へ願い出る。「笹川 金子
勘三郎家文書」
2 月 笹川金山稼ぎの者への安米が廃止される。「西三川 藤井家文書」
12 月 笹川十八枚村の金子勘三郎が戸籍戸長を申し付けられる。「西三川 藤井家文書」
1872（明治 5） 9.2 笹川十八枚村の金子勘三郎が地券取調御用掛りに任命される。「西三川 藤井家文書」










12 月 笹川十八枚村金子勘三郎が、第二大区四・五・六小区の副大区長となる。「西三川 藤井家
文書」
1874（明治 7） 4.14 笹川十八枚村と下黒山村の者を西三川村に集め、竹田村の医師森玄達を招いて初めて種痘
を行う。「笹川 金子勘三郎家文書」・「西三川 藤井家文書」
6 月 西三川村小布勢神社の拝殿が建立される（棟梁五十里の小沢喜三郎）。「西三川 藤井家文書」
この年、西三川郷小学校を相川公立三川庠舎と改称する。「西三川 藤井家文書」
1875（明治 8） 3 月 笹川十八枚村は酒屋が多く、村のためによくないので、特定の者に 35 円の積金をさせ、
20 ヵ年間村内一手販売させることを村中で取り決める。「笹川区有文書」
8.31 笹川十八枚村金山付溜井「青池」を大須村に払い下げる。「笹川 金子勘三郎家文書」
12.3 笹川十八枚村金子勘三郎が、地租改正郡中惣代に任命される（翌 9 年 5 月 16 日、地租改
正調顧問となる）。「笹川 金子勘三郎家文書」











1877（明治 10） 1.4 西三川村臼杵源六宅に郵便局が開設される。『西三川村誌』
6 月 西三川村は、山 1 ヵ所を笹川村に売却する。「笹川区有文書」
10 月 西三川地方に赤痢が流行する。「西三川 藤井家文書」
11.20 旧笹川村が、耕地・宅地・山林を売却するときは総代に届け出ることを村中で取り決める。
「笹川区有文書」




1879（明治 12） 8 月 西三川村笹井吉十郎外 6 名により横浜町の開拓工事（3 月起工）が竣工する。「西三川 松
田家文書」
12 月 県会において、西三川川が三等川に編入される。『佐渡国誌』・「西三川 藤井家文書」
1880（明治 13） 1 月 西三川小学校新築工事着工、7 月に落成する（敷地は金子柳太郎の畑、校舎間口 7 間・奥
行 5 間、2 階建て、木材は共有山より、人足は村中総出、大工賃 130 円）。「西三川 藤井
家文書」






1881（明治 14） 3.1 西三川郵便局が字「坂の下」（横浜町）に移転する。「西三川 松田家文書」
3.1 西三川金子柳太郎が加賀波吉太夫を招き、小布勢神社能楽殿において 3 日間、能楽を催す。
「西三川 藤井家文書」
5.9 去る 6・7 日の大雨で西三川川筋の堤防が欠壊し、宅地・耕作地が流失する。「笹川 金子
勘三郎家文書」
1882（明治 15） 1 月 西三川佐々木源十郎が三郡連合会議員に当選する。「西三川 藤井家文書」
7 月 西三川金子柳太郎が宝生流能の免許皆伝を受ける。『佐渡と能謡』
1882（明治 15） この年、西三川の笹井吉十郎・藤井甚太郎が味噌醸造道具を買い受け、製造を始める（明
治 40 年頃廃業）。「西三川 藤井家文書」
この年、旱魃のため、西三川・高崎・笹川の 3 地区共同で雨乞いをし、酒田の善宝寺の
御分霊を受け、西三川白岩峠に勧請する。「西三川区有文書」
1883（明治 16） 5 月 笹川の金子勘三郎が三郡連合会議員に当選する。「西三川 藤井家文書」
1884（明治 17） 10.2 西三川金子柳太郎が自邸内に能舞台を新設する。『佐渡と能謡』
1885（明治 18） 9.19 笹川の金子勘五郎が佐渡三郡勧業委員となる。「笹川 金子勘三郎家文書」
1887（明治 20） 3 月 笹川の金子勘三郎が広間町外 72 ヵ村連合会議員に当選する。「西三川 藤井家文書」
7.29 学制改革により、西三川校・大小校は豊田小学校の分場となり、西三川校組合には簡易科
が設置される。「西三川 藤井家文書」
1888（明治 21） 4 月 西三川村が、合併以前のように西三川・笹川・高崎の 3 村分離を申請するが、不許可と
なる「笹川区有文書」・「西三川 藤井家文書」
10.10 町村制施行により西三川・田切須・大倉谷・大小の 4 ヵ村が合併区域となっているが、
従前のとおり西三川村の者は田切須・大倉谷・大小の海で蚫・採藻類は一切採取しないと
の規約を締結する。「田切須区有文書」
1889（明治 22） 4.1 町村制により、佐渡は 7 町 48 ヵ村 1 組合となる（西三川は小布勢村となる）。『新潟県市
町村合併誌』
5 月 西三川村民が、岡山県人謀の西三川村での砂金採取願いに異議を申し立てる。「笹川 金子
勘四（三）郎家文書」（『真野町史』下巻所収）
7 月 県道から西三川開拓に至る里道が開削される（経費 87 円）。「西三川 藤井家文書」
10 月 豊田小学校西三川分場・大小分場が廃止され、大倉谷に小布勢校が設置される。「西三川 
藤井家文書」




1891（明治 24） 11.8 小布勢小学校を廃止し、西三川・大小の 2 小学校を設置する。「西三川藤井家文書」





7 月 西三川の金子柳太郎が赤泊線の開削を請け負う（同 26 年度に開通）。「西三川 藤井家文書」
この年、小布勢村西三川の笹井吉十郎が味噌 3,000 樽を北海道へ移出する。「西三川 藤井
家文書」
1893（明治 26） 6.3 笹川の金子勘五郎が小布勢村村長となる。「佐渡支庁文書」
6.14 西三川金子柳太郎が県道赤泊線の改修工事を請け負い、工事を開始する（工費 2 万 9,000
円）。「新町区有文書」・『佐渡国誌』
1894（明治 27） 3 月 小布勢村大字西三川で彦成王（順徳上皇の第三皇子）の御陵が発見される。『北溟雑誌』
6.15 彦成王御陵墓敷地を笹川地区より越中勝興寺に寄附する。「金子勘三郎家文書」
8.26 日清戦争遂行のため、西三川より草鞋 4,000 束を恤兵部へ献上する。「西三川 藤井家文書」
10.24 笹川の金子勘五郎等佐渡三郡有志 90 余名が、順徳上皇第三皇子彦成王の陵墓である小布
勢村大字西三川の法名院塚の実施臨検を宮内庁に請願する。「金子勘三郎家文書」
1895（明治 28） 7.20 小布勢村西三川の笹井吉十郎が味噌 1,005 樽を恋ケ浦村山路酉蔵扱いで北海道小樽へ移
出する。「豊田 山路家文書」
旧 10 月 笹川で伝染病が発生、阿弥陀堂を隔離室として患者を収容する。「笹川区有文書」
1896（明治 29） 旧 10 月 笹川の伝染病隔離室として従前の学校へ 9 尺建て継ぐ（翌年 3 月落成）。「笹川区有文書」
1897（明治 30） 1 月 笹川集落が砂金採取願いを農商務省に提出する。「笹川区有文書」
3.2 西三川の吉倉甚作外 32 名の者に、字「杉平」・「クロボク」より字「黒滝」・「サル平」に






したのに対し、西三川字金山の玉沢石太郎外 14 名や西三川の嶋倉利八郎外 4 名が反対の
陳情を提出する。「笹川 金子勘四（三）郎家文書」（『真野町史』下巻所収）
1898（明治 31） 4.27 小布勢村大小・西三川両小学校が、修業年限を 4 ヵ年に変更の申請をする（同年 5 月 9
日認可）。「笹川区有文書」
6 月 西三川の県道の仮橋の払下げを受け、西三川開拓の橋とする。「西三川 藤井家文書」
6 月 西三川村字金山の吉倉甚作外 32 名が、字杉平及びクロボクより字黒滝及びサル平に至る
西三川川筋での砂金採取を出願したが、先に出願した者に許可が与えられていたため不許
可になった。「笹川 金子勘四（三）郎家文書」（『真野町史』下巻所収）
旧 7 月 前年の大洪水のため笹川地内の道路が破壊、小布勢村大字西三川組一同で用地を買い取り、
別の道をつける。「笹川区有文書」
12.6 西三川の法名院塚が、彦成王御陵墓伝説地として宮内省管轄となる。「西三川 藤井家文書」
12.30 西三川尋常小学校笹川分教室設置を申請する（同 32 年 3 月 3 日開校）。「笹川区有文書」




1900（明治 33） 旧 2 月 笹川集落一同協議の上、共有地を銘々の個人に分配することになる（この頃、笹川集落は
桜所組・金山組・向所組の 3 組に分けられていた）。「笹川区有文書」
12 月 西三川で葉たばこの耕作が禁止される。「西三川 藤井家文書」
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1901（明治 34） 4.24 西三川の有志が、来る 5 月 3 日に笹川の大山祗神社境内で無木戸の能興行をしたいと願
い出る。「笹川 金子勘三郎家文書」
7.10 笹川金子勘五郎外有志惣代が、法名院塚が順徳天皇第三皇子彦成王御陵墓伝説地に指定さ
れたので、笹川阿弥陀堂境内で来る 7 月 16 日に臨時祭典と無木戸の相撲興行をしたいと
願い出る。「笹川 金子勘三郎家文書」
11 月 町村合併により、小布勢村と亀ノ背村が合併して西三川村となる。『新潟県市町村合併誌』
11 月 西三川村議会で、小布勢小学校を廃し、西三川・大小の 2 校を設置することを決議する。「西
三川 藤井家文書」
1902（明治 35） 4 月 西三川村臼杵寿八・高柳角太郎・藤井豊丸の 3 人が、資本金 500 円で養豚会社を設立し、
約 90 頭の豚を飼育する。「西三川 藤井家文書」
1903（明治 36） 9.21 西三川村尋常小学校連合運動会が西三川村字高崎浜で開催される。「笹川 金子勘三郎家文」
1905（明治 38） 3.21 無限責任西三川信用組合が組織される（組合長高柳角太郎）。『佐渡郡産業組合史』
1907（明治 40） 4 月 西富三郎が西三川浜で大謀敷網をたてる。「西三川 藤井家文書」
1908（明治 41） 12 月 西三川の高柳角太郎等が、西三川畜牛組合を組織する。「西三川 藤井家文書」
1909（明治 42） 3.13 西三川村通常村会で、第一村立大小尋常小学校・第二村立西三川尋常小学校・第三村立小
村尋常小学校の設置を決定する。「西三川 藤井家文書」
3.15 佐渡郡畜産組合が、西三川開拓で畜産品評会を開催する。「西三川 藤井家文書」
1909（明治 42） 6.8 笹川分場が大小尋常小学校の分校となる。「大小史」
8.8 西三川畜産組合が、札幌種畜場より乳牛エカマシヤ外国種 3 頭を購入し、畜産の改良を
図る。「西三川 藤井家文書」




1910（明治 43） 3.15 笹川大山祗神社に能楽を奉納する。「笹川区有文書」
5.28 笹川分教場が大小尋常小学校の分教場となる。「笹川区有文書」
6.5 西三川で鯛の大謀敷網が認可される。「西三川 藤井家文書」




1915（大正 4） 2 月 西三川村山本年松・林甚五郎が、所有地内の出水を学校飲料水として寄附する。「笹川区
有文書」





11 月 西三川巡査駐在所が西三川開拓（横浜）から高崎に移転する。「西三川 藤井家文書」
この年、笹川集落が消防組を組織する。「笹川区有文書」




1918（大正 7） 3.25 西三川校高等科併置のため、校舎増築工事に着手する（請負金額 1,119 円）。「西三川 藤
井家文書」
6.6 西三川村で木炭製造講習会が開かれる。「西三川 藤井家文書」




1921（大正 10） 1 月 西三川村役場において印鑑簿が調製される。「西三川 藤井家文書」
2.1 彦成王顕彰会が組織され、御墓所奉告祭を行う。「西三川 藤井家文書」
11.1 西三川尋常高等小学校において、西三川村町村合併 20 周年祝賀会が開かれる。「西三川 
藤井家文書」
1922（大正 11） 6.13 西三川尋常高等小学校において、青年会も参加して 3 校連合運動会が開催される。「西三
川 藤井家文書」
1923（大正 12） 2.20 西三川尋常高等小学校において、同 23 日まで女子農事講習会が開かれる。「佐渡日報」
3.25 西三川・田切須・高崎・椿尾が協議の上、800 円を拠出して西三川開拓（横浜）に西三
川医院を創設する。「西三川区有文書」





6 月 笹川産木炭の品質が優れているため、「金山改」と銘して販売することになる。「西三川 
藤井家文書」・『続島の自叙伝』
6 月 西三川畜産改良組合が組織される。「西三川区有文書」
1924（大正 13） 10.23 西三川村と小木町で、大日本ビール会社と 60 石のビール用麦の売約契約をする（1 石
18 円）。「佐渡日報」
11.9 笹川分教場において、西三川村第 3 回木炭品評会が開かれる。「佐渡日報」
1.18 西三川村字ホソリ官林を 1,300 円で同村本間弘に払い下げる。「西三川区有文書」
12.11 西三川村藤井豊丸等が、火力による西三川電気会社を設立する。「西三川区有文書」
この年、西三川園芸組合が設立される。「西三川 藤井家文書」
1925（大正 14） 3 月 西三川青年会堂建設のため、630 円の頼母子講を開始する（8 月に、4 間× 4 間の公会堂
建設）。「西三川区有文書」
4.13 西三川村に西三川少年赤十字団が結成される。「西三川 藤井家文書」




1927（昭和 2） 2.3 西三川電灯会社が点灯を開始する。「西三川 藤井家文書」
2.26 西三川村で海苔製造講習会を行う（3 日間）。「西三川 藤井家文書」
3.8 西三川村で筵織り講習会を行う（7 日間）。「西三川 藤井家文書」
3.22 西三川村で竹ぼうき作り講習会を行う（2 日間）。「西三川 藤井家文書」
3 月 西三川村で西瓜採種組合が設立される。「西三川 藤井家文書」
4.3 西三川村で青年弁論大会が開催される。「西三川 藤井家文書」
6 月 西三川村信用販売購買利用組合が麹製造場を建設する（工費 500 円）。『佐渡郡産業組合史』
9.18 西三川村各学校の屋内運動場建築に着手する（西三川校 6 間× 15 間、6,439 円）、翌昭
和 3 年 4 月 20 日落成。「西三川 藤井家文書」
11.3 西三川嶋倉雄次郎外 6 名が小布勢神社に御張台を寄進する。「西三川区有文書」
11 月 西三川村信用販売購買利用組合が、酒類の密造をしないことを条件に味噌用の麹の製造を
開始する（組合で麹製造は県内初）。『佐渡郡産業組合史』
1928（昭和 3） 4 月 西三川船曳網組合が発動機船を購入し、鮮魚を新潟他へ輸送する。「西三川藤井家文書」
11 月 西三川横浜橋の大修理が行われる。「西三川 藤井家文書」
この年、西三川漁業組合が「ヘタノ浦」に船溜りを改築することになり、県の許可を受け
る。「西三川区有文書」
1929（昭和 4） 7.11 西三川局の電信電話通話事務が開始される。『信越の電信電話史』
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9.3 笹川線工事につき、金山地内は林道として 3,500 円の補助指令が出る。「西三川区有文書」
東京の谷崎商会が、古ケ平・中田・ザル平付近を西三川川筋に沿って幅 120 間余りの砂
金試掘を出願したのに対し、地元民 55 名が連名で反対の請願書を提出する。以後、昭和
9 年、昭和 14 年にも民間の鉱山経営者から同様の出願がなされたが、いずれも地元民が
反対している。「笹川 金子勘四（三）郎家文書」・「笹川区有文書」（『真野町史』下巻所収）
1933（昭和 8） 4 月 西三川農業倉庫西三川本庫が建設される（建坪 53 坪、工費 2,808 円）。『佐渡郡産業組合史』
11.6 西三川局が電話交換業務を開始する。『信越の電信電話史』
1935（昭和 10） 8.6 西三川産青連が設立される。『佐渡郡産業組合史』
1939（昭和 14） この年、西三川農業倉庫木炭倉庫が建設される（建坪 22 坪、工費 350 円）。『佐渡郡産
業組合史』
1940（昭和 15） 4 月 紀元二千六百年事業として、笹川集落総出で火の見櫓を建設する。「笹川区有文書」
11 月 陵墓線改修工事を始める（昭和 17 年 11 月開通）。「笹川区有文書」
1941（昭和 16） 笹川集落として、紀元二千六百年記念として、今年より太陽暦を採用することを取り決め
る。「笹川区有文書」





1945（昭和 20） 12.29 笹川集落が集落内への電灯架設を決議する（この頃、笹川集落は桜組・中組・金山組の 3
組に分けられていた）。「笹川区有文書」




1947（昭和 22） 4.1 新学制の実施により、西三川中学校など島内に 26 の中学校が誕生する。『佐渡の百年』
4 月 戦時中の部落会を解散し、「部落会長」を従前の「総代」にもどす。「笹川区有文書」
















1950（昭和 25） 2.1 西三川村青年団が創立総会を開催する（3 月 15 日、旧西三川村青年団が解散する）。「大
立区有文書」
4.5 採金熱が高まり、相川・西三川鉱山が活気づく。「新潟日報」








1954（昭和 29） 5.7 西三川村で、古代の祭壇盤境（いわさか）と推定される環状列石が発見される。「新潟日報」
8.12 藤田日本考古学会会長・中川東大教授等が西三川村の古代遺跡「環状列石」などを視察す
る。「新潟日報」
8.19 西三川村役場において、第 1 回西三川村町村合併促進委員会が開かれる。「椿尾区有文書」
この年から昭和 34 年まで、金山土地改良区は工事を休止する。「金山土地改良区文書」
笹川分校で増改築が行われ、電話が架設される。『閉校記念誌いそまつ』
1955（昭和 30） 3.31 真野町と西三川村の一部が合併し、新「真野町」が発足する。「真野町公民館だより」
4.1 町村合併により西三川村立西三川小学校は真野町立西三川小学校と改称される。「真野町
公民館だより」
8 月 笹川集落が西三川小学校笹川分校の教員住宅（建坪 18 坪・木造平屋瓦葺、価格 15 万円）
1 棟を真野町教育委員会に寄附する。「笹川区有文書」
11.15 西三川小学校笹川分校改築工事が落成する。「西三川小学校沿革史」




1958（昭和 33） この年、西三川横浜橋架け替えのため 640 万円の離島振興補助が決定する。『新潟県年鑑』
1960（昭和 35） 2 月 真野町公民館笹川分館が設置される。「笹川区有文書」
1961（昭和 36） 1.10 真野町公民館西三川分館が設置される。「真野町公民館だより」
1962（昭和 37） 7.12 西三川小学校が赤痢集団発生のため同月26日まで臨時休校となる。「西三川小学校沿革史」
12 西三川小学校笹川分校の新校舎が落成する。「西三川小学校沿革史」
12.4 西三川小学校が水道工事に着手する（同 38 年 8 月 16 日完成）。「西三川小学校沿革史」
1963（昭和 38） 8.25 西三川小学校校舎新築工事開始（同年 10 月 28 日上棟式）。「真野町教育委員会文書」
9 笹川分校の石垣工事が完了する。『閉校記念誌いそまつ』
1964（昭和 39） 1.12 西三川小学校新校舎第一期工事完工式が行われる。「西三川小学校沿革史」
8.13 西三川小学校新校舎第二期工事開始（同 40 年 1 月 25 日竣工）。「西三川小学校沿革史」
11.10 真野町公民館西三川分館が落成する。「西三川区有文書」
1965（昭和 40） 8.20 西三川小学校石垣工事の西側第一次分が完了する。「西三川小学校沿革史」
8.27 西三川農業協同組合倉庫が落成する。「椿尾区有文書」
11.20 西三川小学校が創立 90 周年記念植樹を行う。「西三川小学校沿革史」
12.13 西三川小学校第二期工事落成式と創立90周年記念式典が行われる。「西三川小学校沿革史」
1966（昭和 41） 6.13 西三川小学校西側石垣工事第二期分着工。「西三川小学校沿革史」
11.5 西三川中学校創立 20 周年記念式典が行われる。「西三川中学校沿革史」




1972（昭和 47） 8.20 西三川・田切須海岸遊歩道が新設される（幅員 1.5m、延長西三川地区 500m・田切須地
区 2,910m、完成西三川地区同 47 年 12 月 7 日・田切須地区同 48 年 10 月 10 日）。「真
野町役場文書」
11.1 西三川中学校の完全給食が開始される。「西三川中学校沿革史」
1973（昭和 48） 4.28 西三川小学校創立 100 周年記念祝賀会が行われる。「西三川沿革史」
宮前川の改修工事（市道笹川 4 号線）が行われる。「笹川区有文書」
1974（昭和 49） 8.4 町道「静平・西三川線」（県道静平線 - 下黒山中央線 - 金山線終点に至る 11,586m）の県
道昇格祝賀会と、林道胡桃平線（744m）の竣工式が西三川小学校で行われる。「広報まの」
1975（昭和 50） 10 月 西三川・田切須海岸に遊歩道が完成する（延長 1.5km、工費 740 万円）。「真野町役場文書」
1976（昭和 51） 11.4 西三川中学校創立 30 周年記念式典が行われる。「西三川中学校沿革史」




西三川・高塚・大立簡易水道、総事業費 2 億 6,000 万円）。「真野町役場文書」
12.18 笹川地域子ども会が育成会とともに発足し、発会式を行う。「真野町教育委員会文書」






1983（昭和 58） 1.31 笹川・下黒山地区営農飲雑用水施設が完成する（給水戸数52戸、総事業費1億9,350万円）。
『町誌』
1985（昭和 60） 4.16 真野町・旧西三川村町村合併 30 周年記念式典が行われる（於 ふるさと会館）。『町誌』
8.19 佐渡で第 1 回子供のための舞台芸術大祭典が行われ、期間中の同 19 日〜 23 日まで、笹
川で砂金掘り体験が行われる。『町誌』
1986（昭和 61） 1.31 西三川小学校体育館（面積 627m2、建築経費 1 億 1,817 万 7,000 円）と給食室（面積
86m2、建築経費 1,109 万 2,000 円）の竣工式が行われる。『町誌』
7.20 西三川川の河口付近において、第 1 回「佐渡砂金まつり」が開催される（同 23 日まで）。
『町誌』
10.12 西三川中学校創立 40 周年記念式典が行われる。『町誌』
1987（昭和 62） 8.1 西三川において第 2 回「佐渡砂金まつり」が催され（同 9 日まで）、1 万 5,000 人の観光
客が訪れる。『町誌』
8.11 西三川小学校のプール竣工式が行われる。『町誌』
1988（昭和 63） 8.1 西三川において第 3 回「佐渡砂金まつり」が催され（同 9 日まで）、1 万 5,000 人が訪れ
る。『町誌』
1989（平成元） 9.21 西三川ゴールドパーク建設の工事が着工する（敷地約 1.8ha、総事業費約 4 億円）。『町誌』
笹川分校の給食施設とトイレの施設が改善される。『閉校記念誌いそまつ』
1990（平成 2） 4.1 西三川ゴールドパークが開設する。『町誌』
笹川分校が、北海道枝幸郡浜頓別町宇曽丹小学校と姉妹校の締結を行い、同校との交流学
習が始まる。『閉校記念誌いそまつ』
1991（平成 3） 2 月 西三川養蚕振興会が、平成 2 年度新潟県高能率養蚕推進コンクール養蚕振興の部におい
て新潟県知事賞を受賞する。『町誌』
5.10 西三川診療所での巡回診療（内科）が再開される。『町誌』
1993（平成 5） 9.12 西三川果樹集出荷場において、「くだものまつり」が開催される。『町誌』
10.3 西三川ゴールドパークにおいて、「全日本砂金掘大会」が開催される。『町誌』
11.19 西三川小学校創立 120 周年記念式典が行われる。『町誌』




1995（平成 7） 3.2 西三川果樹組合が新潟県朝日農業賞を受賞する。『町誌』
4.26 旧真野町・旧西三川村町村合併 40 周年記念式典が開催される。『町誌』
9.10 西三川ゴールドパーク駐車場において、「くだものまつり」が開催される（りんごの皮むき、
大食い競争、りんごもぎとり体験コーナー）。『町誌』
1996（平成 8） 9.15 西三川ゴールドパーク駐車場において「くだものまつり」が開催される。『町誌』
11.17 西三川中学校創立 50 周年記念式典が行われる。『町誌』
1997（平成 9） 9.14 西三川ゴールドパークの駐車場において「くだものまつり」が開催される。『町誌』
1998（平成 10） 9.15 西三川ゴールドパークの駐車場において「くだものまつり」が開催される。『町誌』
1999（平成 11） 1.5 真野町の年賀会において、西三川果樹組合が平成 10 年度真野町褒賞農林水産業功労（高
品質果樹生産、販路拡大）を受賞する。『町誌』
9.15 西三川ゴールドパークの駐車場において「くだものまつり」が開催される。『町誌』
2000（平成 12） 3.19 西三川中学校閉校記念式典が行われる。『町誌』
9.15 西三川ゴールドパークの駐車場において「くだものまつり」が開催される。『町誌』




2002（平成 14） 9.15 西三川ゴールドパークにおいて「くだものまつり」が開催される（翌平成 15 年以降は真
野公園入口の「いぶき 21」で開催）。『町誌』
9 月 西三川小学校食堂改修工事が竣工する。『町誌』
2003（平成 15） 11.16 西三川小学校創立 130 周年記念式典行われる。『町誌』
2005（平成 17） 笹川分校校舎の屋根の葺き替え工事が行われる。『閉校記念誌いそまつ』
2010（平成 21） 3.31 西三川小学校本校と笹川分校が閉校する。
佐渡西三川の砂金山由来の農山村景観
保存調査報告書
	 編集・発行	 平成 23年　3月 31日
	 	 佐渡市　世界遺産推進課
	 	 新潟県佐渡市千種 240番地
	 	 電話　0259 − 63− 5136
	 印刷・製本	 株式会社　第一印刷所
	 	 新潟県新潟市中央区和合町 2丁目 4番 18号
	 	 電話　025 − 382 − 7400
